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平成２３年第３回 津別町議会定例会会議録 

  
招 集 日  平成 23 年 ３月 ４日 

 

場  所  津別町議会議事堂 

 

開会日時  平成 23 年 ３月 ９日  午前 10 時 00 分 

 

延会日時  平成 23 年 ３月 ９日  午後 ４時 26 分 

 

議  長  鹿 中 順 一 

 

副 議 長  篠 原 眞稚子 

 

議員の応召、出席状況 

議席

番号 
氏   名 

応 召不応召 出席 

状況 

議席 

番号 
氏   名 

応 召不応召 出席 

状況 

１ 乃 村 吉 春 ○ ○ ６ 白 馬 康 進 ○ ○ 

２ 谷 川 忠 雄 ○ ○ ７ 藤 原 英 男 ○ ○ 

３ 茂呂竹 裕 子 ○ ○ ８ 山 内   彬 ○ ○ 

４ 村 田 政 義 ○ ○ ９ 篠 原 眞稚子 ○ ○ 

５ 鳥 本  樹 ○ ○ １０ 鹿 中 順 一 ○ ○ 
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地方自治法第 121 条の規定により説明のため出席した者の職氏名 

（イ）執行機関の長等 

職   名 氏   名 出 欠 職   名 氏   名 出 欠 

町 長 佐 藤 多 一 ○ 監 査 委 員 幾 世 橋 良 三 ○ 農業委員会委員長   選挙管理委員会委員長   教育委員会委員長      

 

（ロ）委任または嘱託 

職   名 氏   名 出 欠 職   名 氏   名 出 欠 

副 町 長 佐 藤 正 敏 ○ 教 育 長 阿 部 博 道 ○ 

総 務 課 長 林  伸 行 ○ 学 校 教 育 課 長 房 田 敏 彦 ○ 

総 務 課 主 幹 川 口 昌 志 ○ 社 会 教 育 課 長 徳 田 博 一 ○ 

行政経営推進室長 金 一  昇 ○ 農業委員会事務局長 深 田 知 明 ○ 

企 画 財 政 課 長 斉 藤 善 己 ○ 農業委員会事務局次長 小 野 寺 祥 裕 ○ 

企画財政課参事 石 橋 吉 伸 ○ 選 管 局 長 林  伸 行 ○ 

住 民 生 活 課 長 山 口 善 勝 ○ 選 管 次 長 川 口 昌 志 ○ 

住民生活課主幹 伊 藤  同 ○ 監査委員事務局長 長 良 英 俊 ○ 

保 健 福 祉 課 長 鴇 田 憲 治 ○    

保健福祉課主幹 山 田 英 孝 ○    

特 養 園 長 鈴 木 悦 郎 ○    

特 養 主 幹 清 野 敏 幸 ○    

産 業 課 長 深 田 知 明 ○    

産 業 課 主 幹 小 野 寺 祥 裕 ○    

建 設 課 長 上 野 安 男 ○    

建 設 課 主 幹 江 草 智 行 ○    

会 計 管 理 者 酒 井  操 ○    総務課庶務担当主査 伊 藤 泰 広 ○    企画財政課財政主査 横 山  智 ○    

 

 

会議の事務に従事した者の職氏名 

職   名 氏   名 出 欠 職   名 氏   名 出 欠 

事 務 局 長 長 良 英 俊 ○ 事 務 局 主 任 中 橋 育 美 ○ 
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事 務 局 主 査 石 川  篤 ○    
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会 議 に 付 し た 事 件 

 

日程 区分 番号 件        名 顛    末 

１   会議録署名議員の指名 

７番 藤原 英男 

 

８番 山内  彬 

２   会期の決定 

自３月 ９日 

14 日間 

至３月 22 日 

３   諸般の報告 

 

４   
町政方針及び行政報告並びに提案理由の

説明 

 

５ 同意 ２ 
オホーツク町村公平委員会委員の選任に

ついて 

 

６ 議案 ４ 
津別町情報通信基盤施設条例の制定につ

いて 

 

７ 〃 ５ 
津別町職員の特殊勤務手当に関する条例

の一部を改正する条例の制定について 

 

８ 〃 ６ 
津別町営住宅の設置及び管理に関する条

例の一部を改正する条例の制定について 

 

９ 〃 ７ 
津別町国民健康保険条例の一部を改正す

る条例の制定について 

 

１０ 〃 ８ 
津別町公園条例の一部を改正する条例の

制定について 

 

１１ 〃 ９ 

津別町森の健康館及び山村体験宿泊施設

の設置及び管理に関する条例の一部を改

正する条例の制定について 

 

１２ 〃 １０ 
津別町下水道設置条例の一部を改正する

条例の制定について 
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日程 区分 番号 件        名 顛    末 

１３ 議案 １１ 
津別町公の施設に係る指定管理者の指定

について（相生総合交流ターミナル施設） 

 

１４ 〃 １２ 
津別町公の施設に係る指定管理者の指定

について（堆肥製造施設） 
 

１５ 〃 １３ 
津別町公の施設に係る指定管理者の指定

について（津別21世紀の森キャンプ場等） 

 

１６ 〃 １４ 
平成 22 年度津別町一般会計補正予算（第

６号）について 

 

１７ 〃 １５ 
平成22年度津別町国民健康保険事業特別

会計補正予算（第４号）について 

 

１８ 〃 １６ 
平成22年度津別町老人保健事業特別会計

補正予算（第２号）について 

 

１９ 〃 １７ 
平成22年度津別町後期高齢者医療事業特

別会計補正予算（第２号）について 

 

２０ 〃 １８ 
平成22年度津別町介護保険事業特別会計

補正予算（第４号）について 

 

２１ 〃 １９ 
平成22年度津別町介護サービス事業特別

会計補正予算（第３号）について 

 

２２ 〃 ２０ 
平成22年度津別町下水道事業特別会計補

正予算（第４号）について 

 

２３ 〃 ２１ 
平成22年度津別町簡易水道事業特別会計

補正予算（第３号）について 

 

２４ 〃 ２２ 
平成22年度津別町上水道事業会計補正予

算（第４号）について 
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日程 区分 番号 件        名 顛    末 

２５ 議案 ２３ 平成 23年度津別町一般会計予算について 
 

２６ 〃 ２４ 
平成 23 年度津別町国民健康保険事業特別

会計予算について 
 

２７ 〃 ２５ 
平成 23 年度津別町後期高齢者医療事業特

別会計について 
 

２８ 〃 ２６ 
平成 23 年度津別町介護保険事業特別会計

予算について 
 

２９ 〃 ２７ 
平成 23 年度津別町介護サービス事業特別

会計予算について 
 

３０ 〃 ２８ 
平成 23 年度津別町下水道事業特別会計予

算について 
 

３１ 〃 ２９ 
平成 23 年度津別町簡易水道事業特別会計

予算について 
 

３２ 〃 ３０ 
平成 23 年度津別町上水道事業会計予算に

ついて 
 

３３ 報告 ５ 
専決処分の報告について（損害賠償の額を

定めることについて） 
 

３４ 〃 ６ 
例月出納検査の報告について（平成 22 年

度１月分） 
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（午前 10時 00 分） 

    ◎開会の宣告 

○議長（鹿中順一君） おはようございます。 

ただいまの出席議員は全員であります。 

ただいまより平成 23年第３回津別町議会定例会を開会します。 

 

    ◎開議の宣告 

○議長（鹿中順一君） これから本日の会議を開きます。 

本日の会議に付する議案は、お手元に配付のとおりです。 

 

◎会議録署名議員の指名 

○議長（鹿中順一君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第 118条の規定により、議長において 

７番 藤 原 英 男 君    ８番 山 内   彬 君 

の両名を指名します。 

 

◎会期の決定 

○議長（鹿中順一君） 日程第２、会期の決定を議題とします。 

 議会運営委員会委員長より会期について報告の申し出がありますので、これを許し

ます。 

 ３番、茂呂竹委員長登壇願います。 

○３番（茂呂竹裕子さん） 〔登壇〕 おはようございます。ただいま上程されまし

た会期についてですが、議長より指名を受けましたので議会運営委員会における協議

の結果についてご報告いたします。 

 ３月４日の議会運営委員会において、本件について協議を行いました。本定例会に

おける議案の件数は、同意案件が１件、条例案７件、単行議案３件、補正予算案９件、

新年度予算案８件、報告２件、計 30件の内容でありますが、これに要する会期につい

て当委員会で検討した結果、お手元に配付しました会期予定表のとおり第３回定例会
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の会期は、３月９日から３月 22日までの 14日間と定めました。 

 議員各位におかれましては、議会運営に特段のご協力をお願い申し上げ、委員会と

しての報告といたします。 

○議長（鹿中順一君） お諮りします。 

ただいま議会運営委員会委員長より報告ありましたように、本定例会の会期は、本

日から３月 22日までの 14日間にしたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

             （「異議なし」の声あり） 

○議長（鹿中順一君） 異議なしと認めます。 

 したがって、本定例会の会期は、本日から３月 22日までの 14日間に決定しました。 

 

    ◎諸般の報告 

○議長（鹿中順一君） 日程第３、諸般の報告を行います。 

 事務局長に報告させます。 

○事務局長（長良英俊君） これから諸般の報告を申し上げます。 

 本日の議事日程については、お手元に配付してあります日程表のとおりであります。 

 前議会から本日までの議会の動向につきましては、お手元に配付しているとおりで

あります。 

 本日の会議に説明のため出席する者の職、氏名はお手元に配付している説明員の出

席に関する報告のとおりであります。職務の都合により一部異動がある場合がありま

すことをご了承願います。 

 以上でございます。 

○議長（鹿中順一君） これで諸般の報告を終わります。 

 

    ◎町政方針及び行政報告並びに提案理由の説明 

○議長（鹿中順一君） 日程第４、町政方針及び行政報告並びに提案理由の説明を行

います。 

 町長から町政方針及び行政報告並びに提案理由の説明に関して発言の申し出があり
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ますので、これを許します。 

 町長。 

○町長（佐藤多一君） 〔登壇〕 おはようございます。町政方針ですけれども、一

つ誤字がございましたので先に訂正をお願いしていただきたいというふうに思います。 

 町政方針の７ページでございます。７ページの中間ほどに太い字で５の住民と協働

のまちづくりというのがありますけれども、そこから２行上になります。純資産変動

計画書というふうにありますけれども、これは計算書でございますので、訂正をよろ

しくお願いいたしたいというふうに思います。 

それでは、町政方針を述べさせていただきます。 

 

１．はじめに 

 本日ここに平成23年度予算の審議をいただく第３回津別町議会定例会の開会にあた

り、予算案の提出とともに町政執行に対する所信を述べさせていただき、町議会並び

に町民の皆さんのご理解とご協力をあらためてお願い申し上げる次第であります。 

 さて、本町の基幹産業である農業は、昨年、天候不順や疫病により主要作物である

小麦、馬鈴しょ、甜菜、玉ネギともに大幅な収量減となりましたが、畑作共済金の補

填と玉ネギの全国的な品薄状態から価格が高騰したため、全体では平年に近い収入が

確保されました。 

 林業・林産業については、個人住宅の建設が上向きとなり、やや明るさを取り戻し

てきていますが、レジャーや外食産業に依存する経木の生産は、リーマンショック前

に比べ約３割の減産となり、依然厳しい状況が続いています。 

 建設土木業は、国の景気浮揚策による各種臨時交付金を財源として、建築工事を中

心とする公共事業の受注増により、町内経済に活気をもたらしています。 

 本町の町づくりの基本となるものは、多くの町民が長い時間をかけてつくり上げ、

それを 10 年間の指針とした｢第５次総合計画｣であり、本年度は平成 22年度から 26 年

度の前期実施計画期間の２年目となりますが、この計画に連動する中期財政計画とと

もに一つ一つ着実に事業を実施してまいります。 
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２．公約の推進 

①中心市街地の活性化 

 まちづくりの拠点となる津別町多目的活動センターが４月にオープンすることから、

まちづくりセンター運営協議会と連携し、このセンターを中心に｢町は舞台、町民が主

役｣のまちづくりを進めてまいります。 

 また、中心市街地活性化プロジェクトは、商工会・農協をはじめとする経済団体や

先進的な活動を行う団体と中心市街地活性化協議会を設立し、空き店舗対策など具体

的な事業の調査検討に着手し、効果的な助成制度などの方策を策定してまいります。 

 

②廃屋対策 

 景観や防犯上の問題のみならず、中心市街地活性化プロジェクトとも連動するため、

市街地における廃屋の調査、対象物件の設定、助成要件などを検討してまいります。 

 

③ご当地グルメの開発 

 有機牛肉と津別産野菜を組み合わせた新しい商品の検討や森林セラピー弁当のＰＲ

など、既に取り組みを開始しているものを大事にしながら、総合計画の地場産業活性

化プロジェクトを推進してまいります。 

 

④こども園と子育て支援センター併用施設の開設 

 保育所については、引き続き適切な保育サービスを提供しながら、平成 26年４月か

らの新たな施設の開設を目指し、施設のあり方も含め本年度において基本的な方向を

決定するための検討を進めてまいります。 

 

⑤観光事業の充実 

 上里の町民の森自然公園周辺を森林セラピー基地とすることについては、本年４月

に認証となる予定であることから、特に都会での生活者に対し、ストレスを解消し、

健康増進やリラックス効果をもたらすプログラムをＰＲし、多くの方に認知されるよ

う取り組んでまいります。 
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 また、ＮＰＯ法人「日本で最も美しい村」連合に加盟することを一つの目標として、

加盟町村の視察なども行い、当面花を中心とする取り組みを進めるとともに、津別峠

やチミケップ湖など豊かな自然景観を有効に活用し、多くの観光客を誘致するため、

さまざまなイベント等への支援を行ってまいります。 

 

⑥事務事業の民間委託等 

 特別養護老人ホームいちいの園等の民間移譲、町営バスと町道維持管理業務の民間

委託等について、昨年 12月に庁内に組織した外部委託検討委員会から報告を受けた内

容を基本に、それぞれ目標年度を設定し、４月以降具体的な取り組みを開始してまい

ります。 

 

⑦住民満足度の定点調査 

 本町のさまざまな施策等について町民の皆さんがどのように感じ、どの程度の満足

感をもっているかを本年度より毎年アンケートを行い、今後の住みよい町づくりの参

考とするため、本年度は秋ごろに実施したいと考えています。 

 

⑧議会のインターネット中継 

 所信表明で述べましたように、住民との情報を共有した町づくりの一環として、議

会各位のご協力のもと検討させていただきたいと考えています。 

 

３．地域振興 

①人づくりの推進 

 第５次総合計画のまちづくりの基本施策を実行するためには、地域リーダーの育成

や団体の活性化が重要であることから、これまで実施してきた「人づくり研修事業」

を団体への支援まで拡大し、助成審査委員会を設けて、さらなる人づくり・まちづく

りを進めてまいります。 

 

②指定管理者の活用 
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 昨年度より森の健康館及び山村体験宿泊施設は、「ランプの宿森つべつ」として新た

な指定管理者である株式会社アンビックスが運営しておりますが、厳しい経営環境下

にあることから、相互に協力し合いながら利用拡大に努めてまいります。 

 グレステンスキー場、21 世紀の森キャンプ場、相生総合交流ターミナル及び堆肥製

造施設については、平成 22 年度をもって指定管理者の指定期間が満了となりますが、

引き続き３年間、現在の指定管理者を選定し、施設の効率的な運営を進めてまいりま

す。さらに、効率的な公共施設の管理を行うために、指定管理者制度の活用できる施

設の検討を行ってまいります。 

 

③ふるさと会の活用 

 本町の応援団である「東京つべつ会」については、結成 20年を経過し、役員のなり

手がいないという課題を抱えていますが、引き続き役員の皆さんと会の充実に努めて

まいります。 

 また、こうした組織を通して、ふるさと納税にご協力いただけるよう取り組みを進

めてまいりますが、本年度よりふるさと納税協力者に対し、若干の特産品を贈呈する

ことといたします。 

 

④定住対策 

 人口減少防止対策の一つの手段として旧町長公宅を活用し、短期・長期の滞在を促

進する交流居住事業を進めるとともに、住宅建設に対する助成制度のＰＲや空き家情

報を充実させ、定住に向けた取り組みを進めてまいります。 

 

⑤交流の推進 

 姉妹都市である南アルプス市や、民間を含めて長く交流のある船橋市との交流事業

を積極的に推進してまいります。 

 また、台湾二水郷との交流は、現在相手方の事情により中断しておりますが、本年

は中華民国建国 100 周年という節目の年でもあることから、台北駐日経済文化代表処

札幌分処と連絡を取りながら交流を再開させたいと考えています。 



 ― １２ ― 

 国内・国外のさまざまな分野での相互交流により、本町の活性化や教育振興につな

がる取り組みとなるよう進めてまいります。 

 

４．行政改革 

 昨年３月、津別町行政改革推進委員会より簡素で効率的な活力あるまちづくり、災

害に強いまちづくり、事務事業等民間委託の推進などの意見が付された新行政改革大

綱推進計画の答申を受け、これを第５次総合計画期間に連動させ、平成 22年度から 10

年間の津別町行政改革大綱推進計画改訂版といたしました。 

 本年度は、この計画の前期５年計画の２年目となりますが、引き続き行政改革を積

極的に進めてまいります。 

 また、分権・地域主権改革の進展に伴い、行政需要はさらに複雑・多様化しており、

これまで以上に質の高い行政運営が求められることから、職員のスキルアップをはじ

め、限られた人員で職員個々の能力を可能な限り引き出し、活用していけるよう引き

続き計画的な研修を通して組織の充実と体質強化を図ってまいります。 

 公会計の整備については「基準モデル」を活用し、財務書類４表（貸借対照表、行

政コスト計画書、資金収支計算書、純資産変動計算書）を作成し、住民へのわかりや

すい公表、内部管理への活用を図ってまいります。 

 

５．住民と協働のまちづくり 

 行政が公共・公益的なサービスのすべてを提供することが困難になる中、町民の皆

さんと行政が共通する目的のもとに、公益的な活動を行う住民協働社会の実現を目指

す仕組みづくりを進めてまいります。その一環として、平成 16年より地域と行政のパ

イプ役として地域担当連絡員を配置し、パートナーシップの構築を図ってきたところ

ですが、引き続き住民参画・協働社会の実現に向け、自治会組織など関係団体と連携

するとともに、パブリックコメント制度の導入に向けた取り組みを進めてまいります。 

 

６．安全・安心なまちづくり 

①交通安全と防犯 
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 交通安全については、昨年３月 20日に発生した死亡事故により、ゼロ日達成日数は

1,274 日で途切れましたが、新たに事故死ゼロ 500 日を当面の目標として、交通ルール

の遵守、モラルの徹底など啓発活動を継続し、町民総ぐるみの交通安全運動を推進し

てまいります。 

 また、犯罪の凶悪化・低年齢化が進み、薬物乱用についても拡大していることから、

津別町青少年問題協議会をはじめ各関係機関と連携を図りながら未然防止に取り組ん

でまいります。 

 防犯活動では、犯罪の起きにくい、起こしにくい地域環境を目指し、防犯協会やボ

ランティア関係団体と連携し、老朽化した街路灯の改修なども行い、安全で安心な地

域社会を構築してまいります。 

 

②災害対策 

 災害のない安全・安心なまちづくりを進めるため、自主防災組織の設立支援や防災

訓練を継続して実施するほか、要援護者リストを作成整備し、いざという時に自治会、

関係機関、団体等の応援協力が得られる防災体制づくりを進めてまいります。 

 また、火山噴火対策については、雌阿寒岳火山防災会議協議会など、周辺市町村や

関係機関と連携しながら対応してまいります。 

 

③情報インフラの整備 

 ２か年を要した光ファイバ網の整備が平成 22年度末で終了し、全町におけるテレビ

難視聴の解消とインターネットの高速通信が可能となりました。こうしたことから、

今後、地域情報化の推進にあたっての基本的な考えや施策を体系化し、計画的に事業

を進めていくための指針となる地域情報化計画の策定を進めてまいります。 

 

７．福祉のまちづくり 

①高齢者・障がい者支援 

高齢者福祉については、「第４期高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画」の最終年

となることから、地域包括支援センターを中心に認知症対策をはじめとする介護予防
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の取り組みや、要介護者に対して適切な介護サービスを提供するとともに、新たな第

５期計画を策定し、引き続き安定した制度運営に努めてまいります。 

 障がい者福祉については、｢障害者計画｣及び「障害者福祉計画」に基づき、障害者

自立支援協議会などと連携しながら介護給付・訓練等給付事業や地域支援事業などを

行うとともに、本年度よりバス無料乗車券と重度身体障害者無料タクシー券について、

新たに知的障害者及び精神障害者を対象とすることとします。また、ＮＰＯ法人など

福祉団体に対する支援も行いながら福祉の増進を図ってまいります。 

 

②子育て支援 

 子育て支援については、「次世代育成支援対策推進行動計画後期計画」に基づき、安

心して子育てができ、子どもたちが健やかに成長するよう各種のサービスを提供して

まいります。 

 

③健康と医療 

 健康づくりについては、がん検診をはじめとする各種検診事業や予防接種、健康教

室や相談事業などに取り組むとともに、母子保健についても、子宮がん等予防接種や

妊婦健康診査の助成継続、乳幼児健診などを通して、健康の保持と増進を図ってまい

ります。 

 医療については、町立病院の役割を担っていただいている津別病院に対する支援を

継続するとともに、地域医療の抱える問題を共有し、連携して住民に密着した地域医

療を安定的に確保できるよう努めてまいります。 

 

④保険制度 

 国民健康保険については、伸び続ける医療費のもとで、新たな運営方法も含め制度

の検討が国において続けられていますが、本町においては、特定健診や特定健康保健

指導などによる医療費の削減をはじめ、保険税収納率の向上や医療費適正化などの対

策に取り組み、安定的な国保財政の運営に努めてまいります。 

 後期高齢者医療保険についても、当分の間、現行制度が継続されることから適切な
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業務運営を取り進めてまいります。 

 

⑤介護サービス 

 本町が実施する介護サービス事業は、短期入所を含む特別養護老人ホーム、デイサ

ービス、介護支援、介護予防の４事業で、保健・医療・福祉の関係機関と連携を図り、

民間移譲の検討も進めながら、入所者や家族が良質で安心してサービスを受けられる

体制づくりを積極的に進めてまいります。 

 

８．環境に配慮したまちづくり 

①一般廃棄物対策 

最上クリーンセンターの老朽化により、平成 22年４月から可燃ごみを大空町の焼 

却施設へ搬入し、大空町の生ごみを本町に搬入する広域処理を町民の皆さんのご理解

とご協力のもとに進めているところです。 

 今後も、本年度に改定する「津別町一般廃棄物処理計画」に基づき、ごみの減量化

と分別回収を促進し、リサイクル率の向上による一般廃棄物最終処分場への投入量の

減量化及び施設の延命化を進め、さらに資源循環型社会へ向けた意識の高揚を図り、

リサイクルとできるだけごみを出さない運動を環境衛生推進協議会とともに進めてま

いります。 

 

②地球温暖化防止対策 

 平成 20年６月に策定した｢津別町地球温暖化対策実行計画｣により、津別町役場及び

関連施設から発生する温室ガス排出量を抑制する取り組みを進めていますが、その一

環として木質ペレットボイラーを導入したことなどにより、平成 21年度において二酸

化炭素の排出量を 12.9％削減し、削減数値目標６％を２年間で２倍以上の達成を果た

したところです。今後におきましても引き続き排出量の抑制に努めてまいります。 

 また、ペレットストーブや太陽光発電施設の導入に対する助成制度を本年度も継続

し、一般家庭における地球温暖化の取り組みが促進されるよう努めてまいります。 
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③共同墓地の整備 

 町内には 12の共同墓地がありますが、本年度は本岐共同墓地内に階段を設置し、参

拝通路の環境整備を行い、次年度以降、順次相生共同墓地、津別共同墓地の整備を進

めてまいります。 

 

９．一次産業の振興 

①農 業 

 国は、日本の農業が壊滅的な打撃を受けることが予想されるＴＰＰへの参加を目指

し、既に日豪ＥＰＡ交渉を再開したところです。国内対策が十分でない中、本年度よ

り本格実施となる戸別所得補償制度において、現在の面積払い７割、数量払い３割か

ら、10 アール当たり２万円の面積払いと実績に基づく数量払いへの仕組みに変更する

こととしています。 

 こうしたことから、本年度より安定的な生産数量の確保と品質向上を図るため、小

規模土地改良事業（暗渠排水整備）に対する補助を復活させ、農家に対する支援を行

ってまいります。また、国営農地再編整備事業についても、生産基盤の整備水準の均

一化と農地の集積を図るため、地区調査を進めてまいります。 

 鹿害対策については、昨年度より実施している侵入防止柵の再整備を、本年度は 25

キロメートルとして引き続き進めてまいります。 

 循環型農業の推進については、環境への負荷を減らしたクリーン農業・有機農業の

拡大に向けた取り組みを引き続き進めてまいります。 

 また、修学旅行生を中心としたグリーン・ツーリズムの受け入れについては、昨年

は宮崎県で発生した口蹄疫の関連からすべて中止となりましたが、本年度は再開でき

るよう運営協議会と連携して進めてまいります。 

 さらに、昨年「食料・農業・農村基本計画」が見直され、食料自給率の向上や農業

の多面的機能の発揮などが計画されたことから、これらに対する各種施策等を活用し、

地域の実情に即した農業施策を進め地域農業の活性化に努めてまいります。 

 

②林 業 
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 政府は、国内林業の基盤づくりと需要拡大により、10年後の木材自給率を 50％以上

とする「森林・林業再生プラン」を作成し、新成長戦略において 21 の国家プロジェク

トの一つに位置づけ、昨年 10月には「公共建築物等における木材の利用の促進に関す

る法律」が施行されるなど、国産材時代への新たな展開を迎えています。 

 こうした中、本町においてはカラマツをはじめとする人工林が今後次々に利用時期

に達することから、「植えて、育てて、伐って、また植える」という森林資源の循環利

用を進めるため、本年度も「丸玉産業森づくり基金」を有効に活用し、計画的な山づ

くりを支援してまいります。 

 森林の持つ公益的機能と持続可能な森林経営の推進を図るため、町有林を活用した

カーボン・オフセットの認証を取得し、二酸化炭素の吸収による地球温暖化防止に寄

与するとともに、吸収量を販売することで得られる収入を山づくりに生かすモデルと

して推進し、あわせて林地残材の効率的な集荷体制を確立し、ペレットストーブの普

及を図りながら、環境保全型地域循環社会の形成に取り組んでまいります。 

 町有林については、平成 21年度から平成 25年度を期間とする第 12次森林施業計画

により、カラマツ林の継続的な伐採を計画し、伐採跡地にはカラマツの再造林を基本

として、将来の財産形成と地域林産業の活性化を図ってまいります。 

 

１０．社会資本の整備 

①道路・河川の整備 

 町道の整備については、平成 21年度に定めた市街地町道整備計画の優先順位に基づ

き、本年度は町道 186 号線の改良舗装を行うとともに、町道 52 号線などの舗装補修を

行ってまいります。 

 改良要望を行っていた道道北見津別線の開成峠登坂車線の造成は、昨年から工事が

始まり、道道津別陸別線の改良工事は、平成 24年度から開始される予定であり、道道

屈斜路津別線については、本年９月にツールド北海道の実施路線となることから、舗

装補修を要望してまいります。北海道が管理する一級河川網走川の改修については、

昨年に引き続き計画区間の早期完成について要望してまいります。 
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②住環境の整備 

 町営住宅の整備については「歩いて暮らせる町づくり」を基本に、昨年度より実施

している建て替え事業として、まちなか団地第１工区及び第２工区に 16戸を建設する

とともに、町内企業等の雇用促進と町内定住を促進するため特定公共賃貸住宅 12戸を

建設します。 

 また、豊永団地の屋根・外壁張り替えなど今後も長く使用できる公営住宅について

は、順次改修を行い延命化を進めてまいります。 

 

③上下水道の整備 

 水道事業については、配水池計装機器更新及び柏町配水管布設工事などにより、安

全で良質な水道水を安定的に供給するとともに適切な維持管理に努めてまいります。 

下水道事業については、下水道管理センター長寿命化計画の策定、下水道全体計画

の調査、汚水マンホール蓋改修工事を主な事業とし、さらに平成 18 年 10 月の津別町

上下水道運営審議会答申に基づき、５年目となる下水道使用料改定の検討を行い、施

設の適正管理と事業の経営改善を進め、サービスの維持・向上に努めてまいります。 

 

１１．教育のまちづくり 

①学校教育 

 学校教育については、本年度から全面実施される小学校の新学習指導要領の授業時

数及び学習内容の増加、小学５・６年生への外国語活動の必修化などに適切に対応し

てまいります。 

 平成 21年度から実施している少人数学級については、津別小学校の持ち上がり新５

年生、６年生において継続実施します。 

 特色ある学校づくりに向け、平成 21年度より小中学校で実施している「木育」や地

産地消の「食育」を引き続き実施してまいります。 

 発達障がいの児童生徒が安心して通学できるよう、生活や学習上の困難さを改善・

克服するために、適切な教育や指導を通して個別支援に努めてまいります。 

 学校施設の安全性については、平成 19年度に実施した活汲小中学校校舎・屋内体育
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館の耐震診断調査の結果をもとに、今年度において耐震補強工事の設計委託を行いま

す。 

 また、スクールガードリーダーによる学校安全点検活動とＰＴＡによる通学路の不

審者巡回点検活動の協力を得ながら、今年度も引き続き児童生徒の通学時の安全対策

を図ってまいります。 

 学習環境では、津別小学校の児童用机や椅子を本年度より３年計画で更新すること

とし、津別中学校の生徒用机・椅子についても本年度より年次計画で補修し、学習環

境の整備を行ってまいります。 

 津別高等学校の今年度の入学願書出願者数は 34人となり、二間口を堅持することは

大変厳しい状況になっています。今後も学区内の中卒者数は減少傾向にあり厳しい状

況が続きますが、本町の高等教育機関の存続に向け、引き続き津別高等学校及び津別

高等学校振興対策協議会と連携を図りながら全町的な支援に努めてまいります。 

 

②社会教育 

 社会教育は、それぞれの世代に応じた事業を展開し、自ら学び実践できる教育環境

づくりを目指す生涯学習活動を基本としています。その事業の推進基盤となる中央公

民館、農業者トレーニングセンターは、開基 100 年を記念し建設され、既に相当の年

数が経過したことから、本年度において両館の屋根の大がかりな改修を行い、後世代

の施設維持管理を容易にするとともに、町民の皆さんの利用が促進されるよう効率的

な運営に努めてまいります。 

 芸術文化の振興については、町内文化団体の活動を支援するとともに、優れた文化

や芸術鑑賞機会の充実に努めてまいります。 

 社会体育事業については、年々町民の健康や体力づくりへの関心と意欲が高まる中、

健康で明るいまちづくりを目指し、関係する機関と連携を図りながら町民の健康づく

りを進め、本年度はパークゴルフ場の一部芝の張り替えなども行ってまいります。 

 スポーツ合宿については、交流人口の拡大により、地域経済の活性化と活気のある

町づくりにつながることから、関係機関・団体と連携を図りながら合宿誘致に積極的

に取り組んでまいります。 



 ― ２０ ― 

 

１２．各会計の予算規模 

 昨年 12 月に国の平成 23 年度地方財政対策が示され、地方財政計画の規模は、前年

度比 0.5％増の 82兆 5,000億円程度とされ、一般財源の総額は、財政運営戦略に定め

る中期財政フレームに基づき、平成 23年度から 25年度までの間、平成 22年度の水準

を下回らないよう確保されたところです。 

 こうしたことから本年度の地方交付税の総額は、平成 22年度と同様に別枠加算等で

前年度比2.8％増の17兆3,734億円となりましたが、臨時財政対策債が前年度比20.1％

減の１兆 5,476億円と大幅に縮減となり、実質的な地方交付税の総額は平成 22年度水

準に留まったところです。 

 また、地方交付税の算定方法の簡素化・透明化の取り組みの一環として、特別交付

税制度の見直しが行われ、交付税総額における特別交付税の割合を平成23年度は、６％

から５％に、平成 24年度は、５％から４％にそれぞれ１％ずつ引下げ、普通交付税に

移行させることとしています。 

 こうした状況を念頭に、歳入の中核を占める本町の地方交付税の算定は、平成 22年

度に実施された国勢調査による人口と世帯の減、公債費償還額の減などを加味した実

績ベースで行い、さらに予算割れにならないよう計上率を設定し、普通交付税は、前

年度比 4.5％増の 26億 6,400万円、特別交付税は、１％減となることを勘案し、前年

度比 9.9％減の１億円としました。臨時財政対策債については、大幅な減少となること

から前年度比 56.5％減の１億 6,600万円とし、本年度の一般会計予算は、49 億 4,900

万円で、前年度比 6.1％増の予算編成を行ったところです。 

 特別会計等の増減の主な要因については、国民健康保険事業特別会計は、一般被保

険者療養給付費等の減額、後期高齢者医療事務特別会計は広域連合納付金の減額、介

護保険事業特別会計は居宅介護サービス等給付費の増額、介護サービス事業特別会計

はデイサービス運営経費の増額、下水道事業特別会計は管渠等施設整備及び下水道事

業債償還金の増額、簡易水道事業特別会計は給水施設整備事業及び地方償還金の増額、

上水道事業会計は企業債償還金の減額であり、老人保健事業特別会計については 22年

度をもって廃止となりました。 
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 以上により編成しました平成 23年度の各会計予算は、一般会計 49 億 4,900万円（前

年度比 6.1％増）、国民健康保険事業特別会計９億 1,980万円（前年度比 0.8％減）、後

期高齢者医療事業特別会計 7,570万円（前年度比 6.3％減）、介護保険事業特別会計４

億 4,690万円（前年度比 2.0％増）、介護サービス事業特別会計２億 7,600万円（前年

度比 0.8％増）、下水道事業特別会計３億 8,970万円（前年度比 1.4％増）、簡易水道事

業特別会計 5,090万円（前年度比 24.4％増）、上水道事業会計２億 480万円（前年度比

4.7％減）、合計 73億 1,280万円（前年度比 4.1％増）となりました。 

 

１３．結  び 

 今日の厳しい経済情勢と国債発行に頼る国の財政状況の中、町民の皆さんで策定さ

れた第５次総合計画を実現するため、限られた財源を有効に活用しながら一つ一つ確

実に実行し、本町の発展に努めていく所存です。 

 このため、今後とも職員一丸となって健全財政に努めるとともに、町民の皆さんと

のネットワーク形成を図りながら町づくりを進めてまいりますので、町民各位のご理

解とご協力をお願いするものです。 

 １期目４年間のテーマとしました「あいさつをしあう町に」の精神は引き続き尊重

しながら、新たなテーマである「美しくて美味しい町に」を町民の皆さんと一緒に進

めてまいりたいと思います。 

 先に発言のお許しをいただきましたので、引き続き第２回臨時議会後の行政報告と

本日付議いたしております 28件の議件につきまして、提案の概要をご説明申し上げま

す。 

 はじめに、バトントワリング選手権大会についてでありますが、１月６日、札幌市

北海道立総合体育センターで開催されました｢第 36 回全日本バトントワリング選手権

北海道ブロック大会｣において、津別中学校１年生の石井柚良さんがトゥーバトン中学

校部門で見事優勝され、３月に愛知県名古屋市で開催される全国大会へ出場すること

となりました。選手や指導にあたられました関係者の努力に敬意を表するとともに、

全国大会でのご活躍をご期待申し上げる次第であります。 

 次に、建設工事等の発注状況についてでありますが、一般土木工事関係については、
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鹿侵入防止柵整備事業津別第１工区ほか 15件、１億 6,223万 6,000円、一般建設工事

関係については、豊永団地屋根・外壁張替改修工事ほか 34 件、２億 432 万 2,000 円、

上・下水道工事関係については、南地区個別排水処理浄化槽設置工事（その１）ほか

14 件、3,069 万 1,000 円、設計等委託業務関係については、森林Ｊ－ＶＥＲモニタリ

ング調査業務ほか 23 件、4,951万 6,000円と、平成 23年第１回臨時会における「きめ

細かな交付金」に係る補正分を除き、平成 22年度通常分はすべて発注を終了し、総額

で４億 4,676万 5,000円となりました。 

 引き続き、本日の付議々件について、提案の理由をご説明申し上げます。 

 同意第２号「オホーツク町村公平委員会委員の選任について」は、現委員の田中誠

氏が平成 23 年３月 31 日をもって任期満了となりますので、引き続き同氏を再任いた

したく、議会の同意を求めるものであります。 

 議案第４号「津別町情報通信基盤施設条例の制定について」は、地上デジタルテレ

ビ放送の難視聴地域対策とブロードバンドサービスの提供地域拡大のため、町内全地

域に整備しております光ファイバ網と通信施設等について、設置及び管理するための

条例を制定しようとするものであります。 

 議案第５号「津別町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例の制定

について」は、特殊勤務手当のうち、若年層の保健師について、国家公務員の医療職

給との差額を埋めようとして支給している保健師業務手当について、見直しを行おう

と条例の一部を改正しようとするものであります。 

 議案第６号「津別町営住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制

定について」は、建替事業の対象となる町営住宅から現在建設中の町営住宅まちなか

団地への移転について、家賃の激変緩和、入居の通算期間について新たに定める必要

があることから、条文を追加する改正をしようとするものであります。 

 議案第７号「津別町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について」は、

緊急の少子化対策の一環として引き上げられていた出産育児一時金の支給額について、

このたび恒久化されることとなったことに伴い、条例の一部を改正しようとするもの

であります。 

 議案第８号「津別町公園条例の一部を改正する条例の制定について」は、別表第１
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に定められた多目的運動公園の地番表示に誤りがありましたので、これを改めるため

条例の一部を改正しようとするものであります。 

 議案第９号「津別町森の健康館及び山村体験宿泊施設の設置及び管理に関する条例

の一部を改正する条例の制定について」は、昨年新設しました個室風呂の入浴料につ

いて見直しを行いたく、条例の一部を改正しようとするものであります。 

 議案第 10号「津別町下水道設置条例の一部を改正する条例の制定について」は、条

例の内容に一部誤りがありましたので、語句の見直し等を含め、条例の一部を改正し

ようとするものであります。 

 議案第 11号「津別町公の施設に係る指定管理者の指定について（相生総合交流ター

ミナル施設）」、議案第 12号「津別町公の施設に係る指定管理者の指定について（堆肥

製造施設）」、議案第 13号「津別町公の施設に係る指定管理者の指定について（津別 21

世紀の森キャンプ場）」等は、津別町公の施設に係る指定管理者の指定手続き等に関す

る条例第６条により、公募によらない指定管理者の候補者の選定とし、過去６年間の

実績により今後とも設置目的の達成及び事業効果が期待できることから、地方自治法

第 244 条の２第６項の規定により、指定管理者の指定について議会の議決を求めるも

のであります。 

 議案第 14 号「平成 22 年度津別町一般会計補正予算（第６号）について」は、歳入

歳出予算の総額に対し歳入歳出それぞれ 931万円を追加し、歳入歳出予算の総額を 53

億 3,422万 1,000円とするものであります。 

 今回の補正につきましては、保育所運営経費、道路除排雪経費の補正並びに積立金、

繰出金等の補正を主に、これまでに確定を見ております経常経費・投資的経費等の精

査を主なものとして、歳入歳出予算の補正をお願いするものであります。 

 以下、補正の内容につきまして歳出・歳入の順で申し上げます。 

 歳出では、総務費で地域情報化経費を 208 万 9,000 円の減額、財政調整基金積立金

として 8,158万 3,000円の追加、公用車維持管理経費として 52万 3,000円の追加、町

営バス維持管理経費として18万1,000円の追加、地域振興基金積立金として11万7,000

円の追加、森の健康館管理業務を 131 万 8,000 円の減額、ふるさとつべつ応援基金積

立金として８万円の追加。 
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 民生費で、地域生活支援事業経費として 12万 7,000円の追加、老人福祉扶助費等と

して 28万 8,000円の追加、子ども手当等扶助費を 800万 8,000円の減額、保育所運営

経費として 79 万 4,000円の追加。 

 衛生費で、健康増進事業を 129 万 4,000円の減額、母子保健推進事業を 70万 5,000

円の減額、し尿処理施設管理経費として 47万 5,000円の追加、生ごみ処理経費を 119

万 5,000円の減額。 

 農林業費で、農業経営基盤強化資金利子補給として１万 1,000 円の追加、愛林のま

ち緑資源を守る推進事業を 226 万円の減額、木造公共施設等整備事業を 459 万 9,000

円の減額、森林Ｊ－ＶＥＲ事業経費を 259 万 5,000 円の減額、町有林整備事業を 148

万 8,000円の減額。 

 土木費で、建設機械管理経費として 91万 9,000円の追加、道路除排雪経費として 494

万円の追加、町営住宅管理経費として 29 万 7,000円の追加、まちなか団地建設整備事

業を 2,250万 7,000円の減額。 

 教育費で、義務教育振興事業経費として 617 万 7,000 円の追加、公民館管理経費と

して 87万 3,000円の追加、社会体育事務経費として 14万 1,000円の追加。 

 歳入では、地方交付税で 4,850万 7,000円の追加、分担金及び負担金で 119 万 6,000

円の減額、使用料及び手数料で 183 万 8,000 円の減額、国庫支出金で 2,054 万 7,000

円の減額、道支出金で 809 万 5,000円の減額、財産収入で 634万 5,000円の追加、寄

附金で 15万円の追加、繰入金で 303万 6,000円の減額、諸収入で 32万円の追加、町

債で 1,130万円の減額をするものであります。 

 このほか、継続費の変更、繰越明許費の設定、債務負担行為の変更、地方債の変更

を行い、補正予算の編成を行ったものであります。 

 議案第 15 号「平成 22 年度津別町国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）に

ついて」は、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ 2,037 万 8,000 円を減額し、

歳入歳出予算の総額を９億 5,544万 7,000円とするものであります。 

 歳出では、給付実績に伴う保険給付費の減及びレセプト電子化による各負担金の増

減が主なものであり、歳入では、負担金精査等に伴う国庫支出金及び前期高齢者交付

金の減並びに給与費等の補正及び財源補填による繰入金の減を主なものとし、それぞ
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れ補正予算を編成したものであります。 

 議案第 16 号「平成 22 年度津別町老人保健事業特別会計補正予算（第２号）につい

て」は、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ 91万円を減額し、歳入歳出予算の

総額を９万 1,000円とするものであります。 

 歳出では、請求実績による精査に伴う医療諸費の減によるものであり、歳入では、

医療諸費減額に伴う繰入金の減により、それぞれ補正予算を編成したものであります。 

 議案第 17 号「平成 22 年度津別町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号）

について」は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 108 万 2,000 円を追加し、歳

入歳出予算の総額を 7,720万 5,000円とするものであります。 

 歳出では、後期高齢者医療保険料の増に伴う後期高齢者医療広域連合納付金の増に

よるもののであり、歳入では、被保険者の増等に伴う後期高齢者医療保険料の増によ

り、それぞれ補正予算を編成したものであります。 

 議案第 18 号「平成 22 年度津別町介護保険事業特別会計補正予算（第４号）につい

て」は、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ４万 9,000 円を減額し、歳入歳出

予算の総額を４億 4,623万円とするものであります。 

 歳出では、介護認定者の増に伴う介護認定事務経費の増及び給付実績に伴う保険給

付費の増減が主なものであり、歳入では給付実績に伴う国庫支出金及び道支出金の増

減並びに財源補填等による繰入金の増により、それぞれ補正予算を編成したものであ

ります。 

 議案第 19 号「平成 22 年度津別町介護サービス事業特別会計補正予算（第３号）に

ついて」は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２万円を追加し、歳入歳出予算

の総額を２億 7,286万 5,000円とするものであります。 

 歳出では、備品購入費の追加と経常経費の精査を行い、歳入では繰入金を追加し、

補正予算を編成したものであります。 

 議案第 20号「平成 22年度津別町下水道事業特別会計補正予算（第４号）について」

は、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ 832 万 6,000 円を減額し、歳入歳出予

算の総額を３億 7,483万 5,000円とするものであります。 

 歳出では、事業及び経常経費の精査により、特環下水道費の増額、総務費及び個別
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排水費の減額を行い、歳入では歳出の事業精査等に伴い分担金及び負担金、繰入金、

町債をそれぞれ減額するものであります。 

 このほか、地方債の変更を行い、補正予算を編成したものであります。 

 議案第 21 号「平成 22 年度津別町簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）につい

て」は、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ 17万 4,000円を減額し、歳入歳出

予算の総額を 4,059 万 4,000円とするものであります。 

 歳出では、給与費の増額と、事業の完了精査による給水施設管理経費及び給水施設

整備事業の減額であり、歳入では一般会計繰入金の減額により、補正予算を編成した

ものであります。 

 議案第 22 号｢平成 22 年度津別町上水道事業会計補正予算（第４号）について｣は、

収益的収入及び支出において、収入では、営業外収益として恩根地区水道配水管折損

事故賠償金77万円を追加して収入総額を１億3,392万2,000円とし、支出においては、

営業費用について原水及び浄水費の増額、総係費、減価償却費及び資産減耗費の減額

により 344 万 1,000 円を減額し、附帯事業費用についても減価償却費で５万円の減額

を行い、支出総額を１億 2,212万 4,000円とするものであります。 

 また、議会の議決を経なければ流用できない経費の変更を行い、補正予算を編成し

たものであります。 

 議案第 23号「平成 23年度津別町一般会計予算について」、議案第 24号「平成 23年

度津別町国民健康保険事業特別会計予算について」、議案第 25号「平成 23年度津別町

後期高齢者医療事業特別会計予算について」、議案第 26号「平成 23年度津別町介護保

険事業特別会計予算について」、議案第 27号「平成 23年度津別町介護サービス事業特

別会計予算について」、議案第 28号「平成 23年度津別町下水道事業特別会計予算につ

いて」、議案第 29 号「平成 23 年度津別町簡易水道事業特別会計予算について」、議案

第 30 号「平成 23 年度津別町上水道事業会計予算について」の８件につきましては、

先の平成 23年度町政方針においてご説明申し上げましたので、よろしくお願いいたし

たく存じます。 

 以上、提案議件について申し上げましたので、慎重にご審議の上、原案にご協賛賜

りますようお願い申し上げ、行政報告並びに提案理由の説明にかえる次第であります。 
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 よろしくお願いいたします。 

○議長（鹿中順一君） 以上で町政方針及び行政報告並びに提案理由の説明を終わり

ます。 

暫時休憩をします。 

 

             休憩 午前 11時 ３分 

             再開 午前 11時 20分 

 

○議長（鹿中順一君） 休憩を閉じ再開します。 

 

    ◎同意第２号 

○議長（鹿中順一君） 日程第５、同意第２号オホーツク町村公平委員会委員の選任

についてを議題にします。 

 内容の説明を求めます。 

 副町長。 

○副町長（佐藤正敏君） ただいま上程となりました同意第２号につきまして内容の

ご説明を申し上げます。 

 オホーツク町村公平委員会委員の選任につきましては、現公平委員会委員田中誠氏

が平成 23 年３月 31 日をもって任期満了となるため、委員会規則第３条第１項の規定

により、後任の候補者の選任をいただきたく議会の同意を求めるところでございます。

候補者といたしまして引き続き、住所 北見市端野町二区 347番地 16、田中誠氏、生

年月日 昭和 10 年 12月７日をお願いをするところでございます。 

 田中氏は、旧端野町職員を経て、平成４年４月から平成 18年３月まで旧端野町長を

務められ、１市３町の合併により退任をされましたが、新北見市長誕生までの間、北

見市長職務執行者を務められておられました。平成 19年４月より網走支庁管内町村公

平委員会、現オホーツク町村公平委員会委員に就任し現在に至っているところでござ

います。委員の任期につきましては、平成 23年４月１日から平成 27年３月 31日まで

の４年間となります。なお、公平委員会委員の定数は３名でございます。 
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 以上、ご説明申し上げましたので、ご同意賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（鹿中順一君） 本案について質疑を許します。 

              （「なし」の声あり） 

○議長（鹿中順一君） 質疑を終結します。 

 討論を省略し、これより同意第２号を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 本案は、原案のとおり同意することに賛成の方は起立願います。 

              （賛成者起立） 

○議長（鹿中順一君） 起立全員です。 

 したがって、本案は原案のとおり同意することに決定しました。 

 

    ◎議案第４号 

○議長（鹿中順一君） 日程第６、議案第４号 津別町情報通信基盤施設条例の制定

についてを議題にします。 

 内容の説明を求めます。 

 総務課主幹。 

○総務課主幹（川口昌志君） ただいま上程となりました議案第４号 津別町情報通

信基盤施設条例の制定について内容のご説明を申し上げます。 

 今回の条例制定につきましては、提案理由にもありましたように地域間の情報通信

格差の解消を図るため、平成 21年度の繰越事業として実施しております津別町地域情

報通信基盤整備事業により光ケーブルを町内に敷設整備し、一つにはテレビ難視聴世

帯の解消を図るもの、もう一つはブロードバンドサービスを提供するための事業であ

りまして、間もなく整備が終わることから、これら施設整備についての管理及び運営

についての条例制定について、地方自治法第９６条第１項の規定により議会の議決を

求めるものであります。 

 条文の説明に入る前に、現時点での事業の進捗状況でありますけれども、地上デジ

タル放送難視聴世帯への光ケーブルの接続箇所につきましては、昨日現在の世帯なの

ですけれども合計で 213 件となっております。この中には、難視エリア内にあります
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事業所と、さらには会館等も一部含まれてございます。それぞれ宅内へのケーブルの

引き込みは間もなく終了することになっておりまして、これから平行して順次放送通

信電波の導通試験を開始している段階に入ってございます。また、ブロードバンドに

関しましては、この事業開始の際に多くの利用者を募るべく設置していただきました

ブロードバンド推進協議会の協力もありまして、これまで 160 件ほどの利用意向があ

りますけれども、うち現在までに 149 件の宅内配線工事が終了している状況でござい

ます。 

 それでは、条文の内容に入らせていただきます。第１条設置といたしまして、津別

町は地域間の情報通信格差を是正するとともに、テレビの難視聴地域の解消を図るこ

とにより、町民の豊かな暮らしと福祉の向上に資することを目的として津別町地域情

報通信基盤施設（以下「光通信施設」という。）を設置するとしております。 

 次、第２条でございますけれども、この施設の構成や名称、位置を規定しておりま

す。第１号でセンター設備といたしまして、この事業では、高台中継局からの地上デ

ジタル放送の電波を新たに役場に設置しましたアンテナで一度受信をしまして、それ

らを同時再送信する設備を光ケーブルで送り出すこととしております。これらの機器

は役場の林業研修会館１階の電算室内に設置することから、その位置を幸町 41番地と

しているところでございます。 

 次、第２号でございます。伝送設備、これは光ケーブルのことを指しまして、一つ

には、ただいまご説明いたしました地デジ再送信のためのセンター設備から伸びる光

ケーブルで利用者宅手前の電柱に取り付けられる柱上分岐函、ちょっと専門的用語に

なりますが、通称クロージャーと呼ばれています。これは、電線の横にある四角い黒

いボックス状のものでございます。それと、もう一つは、ブロードバンド用の光ケー

ブルとして電気通信事業者設備、実際には幸町のＮＴＴの局舎がございます。そこの

局舎を指しますけれども、ここから利用者宅手前の分岐函までの光ケーブル、その他

付属設備を伝送設備として指します。 

 続きまして、第３号でございます。引込設備、これら光ケーブル末端の柱上分岐函

からテレビ放送受信のための端末装置までの通信線と、端末装置及びこれらに付属す

る設備をいいます。 



 ― ３０ ― 

 次、第４号でございます。端末装置、ただいまの第３号でご説明いたしましたケー

ブルによって送られてきた光信号を電気信号に変換する装置でありまして、各利用者

宅等に設置するものでございます。 

 続きまして、第３条でございます。事業の内容、光通信施設により第１号では地デ

ジ再送信の事業、第２号では、ブロードバンドサービス提供のため電気通信事業者に

対する光通信施設の一部貸し出しを規定するものでございます。 

 第４条、次ページですけれども、事業区域は、今回の実施いたしました地域情報基

盤通信基盤整備事業で整備する区域とするものでございます。 

 第５条、管理運営です。この光通信施設の管理運営は、町長が行うものとして、た

だし、事業遂行上必要と認めるときは、町長が指定するものに管理運営の一部を委託

することができるものとするものでございます。 

 第６条、利用料についてでございます。光通信施設の利用については、無料とする。

ただし、第３条第２号に規定する先ほどの電気通信事業者に対する光通信施設の一部

貸し出しについては、有料とするものであります。これは、いわゆるブロードバンド

サービス提供のための通信事業者への光ケーブルの貸し出しをいうものでございます。 

 第７条、地デジ再送信の範囲でございますが、第４条に規定する今回の整備事業に

よる光ケーブル敷設区域にある世帯、法人等で従来のアンテナの電波受信が困難であ

ると認めた世帯等に対して行うこととし、ただし、町長が特に必要と認めるものにつ

いては、この限りでないとするものでございます。 

 第８条、地デジ再送信の利用申し込みですが、この再送信を利用しようとするもの

は、町長に利用申請書を提出し、承認を受けなければならないとしております。 

 続きまして、第９条でございます。端末装置の設置は、申請により利用申請を受け

た者（以下「地デジ利用者」という。）ふうに規定しておりますが、これらの者に端末

装置を無償で貸与し、設置するものとし、ただし、本年４月１日、23年４月１日以降、

新たにこの光通信施設を利用したいというふうな場合につきましては、引き込み設備

と端末装置の設置費用は利用者負担とするものでございます。 

 第２項、地デジ利用者の世帯等に設置する端末装置は、１世帯等に１個とするもの

でございます。 



 ― ３１ ― 

 続きまして、第 10条、保全の義務といたしまして、地デジ利用者は端末装置につい

て善良な管理を行わなければならない。 

 次のページとなります。第２項、地デジ利用者は、端末装置の異常を発見したとき

は、直ちに町長に届け出なければならない。 

 第３項、引き込み設備及び端末装置が故障したときは、修理に係る費用は利用者の

負担とするものであります。これにつきましては、光通信施設を利用しないほかの一

般のテレビ視聴者、この関係は通常各家庭で設置してあります各家庭の機器、ブース

ターだとか分配器といったもの、屋内配線といったものは、これまでも各世帯、各自

で管理しているといったことを考慮したものでございます。 

 続きまして、第 11条です。引込設備の移設。地デジ利用者は、自らの都合で引き込

み設備を移設する必要が生じたときは、町長の承認を受けることを規定してございま

す。 

 第 12 条、利用の中止。これにつきましては、使用者が転居などの理由で端末装置を

使用しなくなったときは、町長に届け出た上、端末装置を町に返還しなければならな

いとしてございます。 

 第 13 条です。立入検査。町長は、この条例の施行に必要な範囲において、町長の指

定する職員等に端末装置を設置している利用者宅などに立ち入って、確認や点検行為、

あるいは利用停止のための手続きを行わせることができる旨を規定してございます。 

 第２項では、これらの建物に立ち入る際の身分提示を規定しているものでございま

す。 

 続きまして、第 14条でございます。利用の停止又は取消し。町長は、次のいずれか

に該当するときは、通信施設の利用を停止し、または取り消すことができるものとい

うことで、以下の４号を規定してございます。 

 第１号では、この条例の規定に違反したとき。 

 第２号では、施設の管理運営上で支障があるとき。 

 第３号、故意に施設を破損させたとき。 

 第４号では、これらほか通信施設の管理運営に著しい支障を及ぼす行為や、その恐

れがあるときを規定しているものでございます。 
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 15 条になります。損害賠償。光通信施設を故意又は過失により破損させた者は、施

設の現状維持に要した経費を賠償しなければならない。 

 続きまして、16 条です。免責事項です。町は、天災その他町の責めに帰すことがで

きない事由により事業提供ができない場合にあっても、その損害については賠償しな

いことと規定してございます。 

 17 条、委任でございます。この条例の施行に関し必要な事項は、町長が別に定める

とし、それぞれ手続きに関する様式などを別途規則のほうで定めることとしてござい

ます。 

 最後に附則でございますけれども、１項で、施行期日、公布の日から施行する。 

 第２項で、準備行為の規定を設けて、この光通信施設の利用に係る手続き、その他

条例を施行するために必要な準備行為は、この条例の施行前のおいても行うことがで

きるとしております。これにつきましては、条例施行日前にあっても実際に設備の接

続に向けた申請行為や現地確認などが必要でございまして、また、事業後速やかに再

送信を行って、利用者側でも早期に良質な映像が見られるようにとういことで、手続

き等いろいろございますので、条例施行前の行為が行えるように規定しているもので

ございます。 

 以上、内容のご説明いたしましたので、ご承認いただきますようよろしくお願い申

し上げます。 

○議長（鹿中順一君） 本案について質疑を許します。 

 ２番、谷川忠雄君。 

○２番（谷川忠雄君） １点、新しい施設ですから参考のためにお聞きしたい。 

第７条にある地デジの再送信、これについては、該当地区があるのか。あれば何戸

ぐらいなのかということで、大まかでいいですのでお知らせをいただきたいと思いま

す。 

○議長（鹿中順一君） 総務課主幹。 

○総務課主幹（川口昌志君） 地デジの再送信の範囲ということで、世帯等というこ

とでうたっていまして、現時点でＮＨＫだとか公に総務省で出している津別町の難視

地域、難視世帯というものがありまして、参考までに公に公開されている地デジの難
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視というのは、新たな難視という規定がありまして、それはアナログ放送が見られて

いて、今度地デジに変わった場合に見られないというのを新たな難視ということで定

義づけがあるのですけれども、津別町は参考までに一応公表されているのは 25地区 80

世帯という数字があるのですが、今回の私どもの事業でやっている事業につきまして

は、幾らかでもアナログ放送が見られない、もしくは少し不具合とか、映像が乱れる

ようなところは積極的につなぐようなことをやっておりまして、それを大幅に上回っ

てございます。申請書は全然問題ないということで、新たな難視とはリンクはしない

のですけれども、今回の事業で拾っている現在の世帯数では、事業所も入っています

けれども、213という数字となってございます。 

 以上でございます。 

○議長（鹿中順一君） ほかにございませんか。 

 ３番、茂呂竹裕子さん。 

○３番（茂呂竹裕子さん） ４月１日以降に申し込まれる方の引込み線なりの施設に

対して有料ということ、利用者の負担になるということなのですけれども、また破損

した場合の経費、現状回復の経費を賠償しなければならないというようなことが出て

ますので、１件でどれぐらいの引込み線、あるいは器具の設置に１件でどれぐらいの

費用がかかるのか参考のために教えていただければと思います。 

○議長（鹿中順一君） 総務課主幹。 

○総務課主幹（川口昌志君） ただいまのお尋ねですけれども、まず４月１日以降有

料で引き込んだ場合の経費なのですけれども、幹線のほうには網羅されて光のほうは

走っているのですけれども、実際に４月以降、今現在事業で拾っている分については、

ローラーをかけてすべてもうないということでのあれなのですけれども、ただ、可能

性としては、例えばそういう地域に新たに家を建てるだとかということが全くないわ

けではないと思います。そういった場合は、その近くを走るルートから当然引込み線

を引っぱるようなことになるのですが、その距離だとかいろんな諸条件でまた変わっ

て、これ何回か業者を通して確認をしたのですが、ケースバイケースがございまして、

何万というだとか何千という形で数字を出すと、それが先歩きされてしまうので、そ

れはちょっと具体的には現段階では言えませんというような回答しか返ってこないの
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です。設置した機器の破損、２番目になりますけれども、破損した場合の費用云々と

いうこともお尋ねですけれども、通常各家庭にブースターだとか増幅器、いろんなも

のを最低限設置しているようですけれども、それは一般的には各家庭先ほど言いまし

たように各家庭で管理しているもので、この光の変換器、端末装置に関しては、普段

はなるべく、例えばテレビの裏であったり、軒先であったりとか、あまり手の届かな

いところに設置するのが通常なものですから、そうそう壊れることはないというふう

には考えてはいるのですけれども、新品でいきますと４万前後という話も聞いていま

すので、ただ光なものですからうかつに一般の方が手を出せない、いじれない機器な

ものですから、そのような経費で何かあれば届け出ていただいて、専門業者を通して

改修するような形になろうかと思います。 

 以上でございます。 

○議長（鹿中順一君） ３番、茂呂竹裕子さん。 

○３番（茂呂竹裕子さん） 公にできないという費用、それぞれの条件だというのは

私もわかりますのであれなのですが、例えば、山の中が好きで、お住まいになるよう

な人も最近は都会のほうから出て来ておられます。そういう人たちが例えば、津別町

のちょっと離れたところに住むというようなことになれば、またそういう問題が出て

くるのかなと思ってお聞きしたまでです。お答えはいりません。 

○議長（鹿中順一君） ほかにございませんか。 

 ７番、藤原英男君。 

○７番（藤原英男君） 第４条なのですけれども、津別地域情報通信基盤整備事業の

区域ということなのですけれども、区域という光ファイバーの線が入っている区域と

いうことなのだろうと思うのですが、区域としての線引きみたいなところがあれば教

えていただきたいのと、あと４月１日以降になるのかなと思います、試験をしながら

ですけれども、実質地デジのテレビの放送というのは、実質いつ頃から一般家庭の人

が視聴できるようになるのか、ちょっとお伺いをしておきたいと思います。 

○議長（鹿中順一君） 総務課主幹。 

○総務課主幹（川口昌志君） 今の区域の関係でございます。この地域情報通信基盤

整備事業に関しましては、津別町全域ということでの交付申請しておりまして決定を
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受けてますので、特段どこからどこまでだとかという縛りはございません。 

 それと、いつからというお尋ねですけれども、現在先ほど言いましたように端末装

置のほう設置が入っておりまして、順次その後の導通試験に入っております。工事の

検査受け渡しはまだなのですが、設置した段階からそういう試験を開始しておりまし

て、技術上そういう試験が通れば、あくまでも試験電波という扱いですけれども、も

う流して実際にもう見られているご家庭はございます。順次そういう試験が終われば

流せるような状況になってございます。 

 以上でございます。 

○議長（鹿中順一君） ほかにございませんか。 

              （「なし」の声あり） 

○議長（鹿中順一君） 質疑を終結します。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

              （「なし」の声あり） 

○議長（鹿中順一君） 討論なしと認めます。 

 議案第４号を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

               （賛成者起立） 

○議長（鹿中順一君） 起立全員です。 

 したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

    ◎議案第５号 

○議長（鹿中順一君） 日程第７、議案第５号 津別町職員の特殊勤務手当に関する

条例の一部を改正する条例の制定についてを議題にします。 

 内容の説明を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（林  伸行君） ただいま上程されました議案第５号 津別町職員の特殊
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勤務手当に関する条例の一部を改正する条例の制定についてご説明申し上げます。 

 特殊勤務手当につきましては、平成 14年度にそのすべての見直しを行い、現在は限

られた業務手当についてのみ支給している経過があります。その中で、今回改正をお

願いする保健師業務手当は、保健師の確保対策等の観点から対応してきているもので

すが、平成 14年度の改正において、国家公務員や北海道等が使用している給料表の医

療職表と本町が使用している給料表の行政職表について、若年層では医療職表のほう

が高い状況からその差額を埋めることを基本として見直しをし、現在３級 40 号俸以下

の職員に支給しているものであります。 

 今回の改正につきましては、ここ数年新給与制度の導入や毎年の人事院給与勧告に

基づく給料表の改正による一般職の初任給の上昇に伴い、給料表間の差がさらに縮ま

っていることから見直しをしようとするものであります。 

 この見直しに当たって、道内の市町村の状況を調査したところ本町と同様に行政職

給料表を使用している市町村は、保健師確保対策などの理由から何らかの対応をして

いるところがほとんであることから、手当は引き続き存続し、額の改定を改正案とし

たところであります。 

 それでは、改正の内容についてご説明申し上げます。説明資料１ページの新旧対照

表をごらんください。第７条、保健師業務手当の条文改正ですが、改正前において１

級 30,000円、２級 20,000円、３級 40 号俸以下 10,000円としているものを、改正後

１級 12,000 円、２級 10,000 円、３級は支給しないとするものです。これらの金額に

ついては、各級における給料表の差の半額程度を支給しようとする改正内容となりま

す。 

 議案にお戻りいただいて、附則第１項は、施行期日を平成 23年４月１日とするもの

です。 

 第２項は、支給されなくなる３級の職員について、過去に行った激変緩和措置に倣

い、経過措置として２年間現在の支給額の２分の１を支給しようとする規定でありま

す。 

 以上、改正内容についてご説明といたしますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（鹿中順一君） 本案について質疑を許します。 
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              （「なし」の声あり） 

○議長（鹿中順一君） 質疑を終結します。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

              （「なし」の声あり） 

○議長（鹿中順一君） 討論なしと認めます。 

 議案第５号を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

              （賛成者起立） 

○議長（鹿中順一君） 起立全員です。 

 したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

    ◎議案第６号 

○議長（鹿中順一君） 日程第８、議案第６号 津別町営住宅の設置及び管理に関す

る条例の一部を改正する条例の制定についてを議題にします。 

 内容の説明を求めます。 

 建設課主幹。 

○建設課主幹（江草智行君） ただいま上程となりました議案第６号 津別町営住宅

の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定についてを説明申し上げま

す。 

 改正の理由につきましては、提案理由でも申し上げましたとおり、建替事業の対象

となる町営住宅から現在建設中の町営住宅まちなか団地への再入居について、入居の

通算期間の算定及び家賃の激変緩和について新たに定める必要があることから条文を

追加しようとするものであります。 

 それでは、内容について説明したいと思いますが、今回の改正につきましては、新

しく条文を追加することになりますので、旧条文との比較がございません。しがたい

まして、資料としては新旧対照表は提出しておりませんので、議案に基づき説明をい
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たしたいと思います。 

 はじめに、36 条の次に１項を加える改正につきましては、建替事業に係る町営住宅

の再入居者のうち、収入超過者、また高額所得者に対する入居期間の期間通算にかか

わる規定であります。収入超過者の認定要件として、公営住宅法第 28条第１項におい

て、当該公営住宅に引き続き３年以上入居している場合においてというふうになって

おり、高額所得者については、同じく第 29条に５年以上入居している場合においてと

定められております。この入居期間につきまして、用途廃止などによりまして他の町

営住宅に入居させる場合については、町の条例、この条例の36条に定めがありますが、

建替事業により再入居した場合についての定めがなかったことから今回第２項として

新たに加えるものであります。条文の内容につきましては、建替事業により再入居し

た収入超過者及び高額所得者の居住期間は、新しい住宅に移転したとしても旧住宅か

ら通算して計算されるという内容になります。 

 続きまして、第 38条の次に次の１条を加えるについて説明申し上げます。この条文

は建替事業に係る家賃の特例についての規定となります。家賃の特例についても、先

に説明いたしました第 36 条の期間通算と同様に、町の条例のほうに第 38 条というこ

とでございます。しかしながら、建替事業に係る再入居についての家賃の特例につい

ては定めがなかったことから、新たに 38条の２としてこの部分を加えるものでござい

ます。内容につきましては、再入居により新しい町営住宅に入居した場合において、

旧町営住宅の家賃を新町営住宅の家賃が超えることになりまして高くなると、そのこ

とによって居住の安定をするために必要があると認められたときに、政令第 11条公営

住宅法の政令です。第 11条で定めるところにより家賃を減額するという内容になって

おります。具体的には、家賃の激変緩和というふうになります。具体的な計算で言い

ますと新家賃と旧家賃の差額、それを６分の１にしまして、各年度ごとで言いますと

１年目は、その差額の６分の５を減額します。２年目は、６分の４を減額しますとい

うふうに計算していきます。そうしますと最終６年目には、６分の６となりますので、

正規の家賃になるという形になります。こういうふうにして、１年ごとに順に家賃が

上がっていく形で激変緩和をしていくという形になります。 

 附則としまして、この条例は公布の日から施行しようとするものであります。 
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 以上、説明申し上げましたのでご承認のほどよろしくお願い申し上げます。 

○議長（鹿中順一君） 暫時休憩します。 

 

              休憩 午前 11 時 51 分 

              再開 午前 11時 52 分 

 

○議長（鹿中順一君） 休憩を閉じ再開します。 

建設課長。 

○建設課長（上野安男君） ただいま条例の一部改正について説明申し上げたところ

でございますけれども、第 36条に次の１項を加えるの中におきまして、字が間違って

ございましたので訂正をお願いしたいというふうに思います。 

 第 36 条の次に１項を加える。２項の下から３行目ほどにございます町営住宅建替事

業により徐却すべきという表現でございますけれども、徐却の徐が除くが正しい字で

ございますので、訂正をお願いしたいというふうに思います。 

大変申し訳ございません。 

○議長（鹿中順一君） 本案について質疑を許します。 

              （「なし」の声あり） 

○議長（鹿中順一君） 質疑を終結します。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

              （「なし」の声あり） 

○議長（鹿中順一君） 討論なしと認めます。 

 議案第６号を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

               （賛成者起立） 

○議長（鹿中順一君） 起立全員です。 

 したがって、本案は原案のとおり可決されました。 
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    ◎議案第７号 

○議長（鹿中順一君） 日程第９、議案第７号 津別町国民健康保険条例の一部を改

正する条例の制定についてを議題にします。 

 内容の説明を求めます。 

 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（鴇田憲治君） ただいま上程となりました議案第７号 津別町国民

健康保険条例の一部を改正する条例の制定についてのご説明を申し上げます。 

 理由につきましては、先の提案理由でも申し上げましたが、本案件につきましては

緊急の少子化対策の一環の位置づけとして、出産に要する費用の実態を踏まえ、少子

化対策の充実を図るため当面の施策として、出産育児一時金等の金額を平成 21 年 10

月から暫定的に引き上げたところですが、このたびの国の健康保険施行令の保険法、

施行令の一部の改正により平成 23年４月から恒久化されることとなったため、本条例

の一部を改正いたしたく、地方自治法第 96 条第１項の規定により議会の議決を求める

ものであります。 

具体的な内容でありますが、平成 23年４月から出産育児一時金を４万円上積みしま

して 39 万円を支給するという内容であります。出産育児一時金の支給額につきまして

は、これまで産科医補償制度の創設に伴い、３万円を加算することとしておりますの

で、出産に際しましては、42 万円を支給するということになります。条文につきまし

ては、説明資料の２ページの新旧対照表をごらんいただきたいというふうに思います。

第７条第１項本文中「350,000円」を「390,000円」に改めるものであります。 

議案に戻っていただきまして、附則といたしまして、この条例は平成 23年４月１日

から施行するという内容であります。 

以上、ご説明申し上げましたので、承認方よろしくお願いいたします。 

○議長（鹿中順一君） 本案について質疑を許します。 

              （「なし」の声あり） 

○議長（鹿中順一君） 質疑を終結します。 

 これから討論を行います。 
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 討論ありませんか。 

              （「なし」の声あり） 

○議長（鹿中順一君） 討論なしと認めます。 

 議案第７号を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

              （賛成者起立） 

○議長（鹿中順一君） 起立全員です。 

 したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 昼食休憩とします。 

 

             休憩 午前 11時 57分 

             再開 午後 １時 00分 

 

○議長（鹿中順一君） 昼食休憩を閉じ再開します。 

 

    ◎議案第８号 

○議長（鹿中順一君） 日程第 10、議案第８号 津別町公園条例の一部を改正する条

例の制定についてを議題にします。 

 内容の説明を求めます。 

 社会教育課長。 

○社会教育課長（徳田博一君） ただいま上程されました議案第８号 津別町公園条

例の一部を改正する条例の制定につきまして内容の説明を申し上げます。 

 今回の改正趣旨につきましては、提案理由の中でも申し上げましたとおり津別町公

園条例別表第１に定められましたパークゴルフ場、サッカー・ラグビー場、さくら公

園を総称しました津別町多目的運動公園の地番表示に誤りがありましので、正しい地

番表示に改めようとするものでございます。 

 誤った原因としましては、多目的運動公園開設にあわせまして条例制定をした際に
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ラグビー場管理棟の位置を代表地番としまして、豊永 122 番地１ほかと表現しており

ましたけれども、正しくは高台 122 番地１というふうなことでございます。したがい

まして、改正後の地番表示につきましては、この際パークゴルフ場の管理棟のあると

ころを、この地番を用いまして豊永 107 番地１を代表地番として改めようとするもの

でございます。 

 別冊説明資料の３ページをごらんいただきたいと思います。変更する部分につきま

しては、別表第１中、津別町多目的運動公園の位置、「津別町字豊永 122 番地１他」を

「津別町字豊永 107番地１他」に改めるものでございます。 

 議案にお戻りいただきまして、附則としましては、この条例は公布の日から施行す

るものでございます。 

 以上、内容の説明を申し上げましたのでよろしくお願い申し上げます。 

○議長（鹿中順一君） 本案について質疑を許します。 

              （「なし」の声あり） 

○議長（鹿中順一君） 質疑を終結します。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

              （「なし」の声あり） 

○議長（鹿中順一君） 討論なしと認めます。 

 議案第８号を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

               （賛成者起立） 

○議長（鹿中順一君） 起立全員です。 

 したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

    ◎議案第９号 

○議長（鹿中順一君） 日程第 11、議案第９号 津別町森の健康館及び山村体験宿泊

施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定についてを議題にしま
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す。 

 内容の説明を求めます。 

 企画財政課参事。 

○企画財政課参事（石橋吉伸君） ただいま上程となりました議案第９号 津別町森

の健康館及び山村体験宿泊施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の

制定についてご説明を申し上げたいと思います。 

 このことにつきましては、今般の行政報告、提案理由にありましたように、昨年新

設いたしました個室風呂の入浴料について見直しをする必要があることから、今回条

例の一部を改正しようとするものであります。 

 では、説明資料に基づきまして説明をいたします。説明資料５ページをお開きにな

ってください。森の健康館個室風呂利用状況というところでございます。昨年３月議

会におきまして、本条例の一部改正を行ったところでございますが、昨年５月 15日に

オープンいたしました個室風呂につきまして、その後の利用形態の推移を見ますと、

平成 23年２月末までで全部で 391 件ありまして、ほぼ毎日の利用があり、内訳は宿泊

者の利用が 261 件で、利用者件数から比較しますと 67％、日帰り入浴の利用者件数は

130 件でございまして、利用者件数の割り返しますと 33％となっております。宿泊利

用者が多いのは、個室風呂が無料ということから利用率が高いというふうに思われま

す。この間、指定管理者ともお話をさせていただきましたが、利用者におきますとこ

ろの意見、声といたしまして個室風呂は大変利用したい施設である。ただ、１個しか

ないことから利用したいと思ったときに利用ができなかったという声があるとお聞き

しております。個室風呂の利用が多く、利用者要望といたしまして、日帰り入浴者及

び宿泊者よりも利用希望があることから、今後の利用について、この取り扱いを宿泊

者についても有料とし、日帰り入浴者と同様にすることが適切と判断したものでござ

います。 

 次に、説明資料の４ページにあります新旧対照表をごらんください。この部分につ

きましては、本条例の第５条に規定をしております料金の関係でございます。第５条

でこの料金は別表のとおりとするという条文になっておりまして、別表改正前、（第５

条関係）とございます。その下に４、入浴料でございますが、改正前、４、入浴料の
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摘要につきまして、４番目の宿泊者及び４歳児未満は無料とするという部分につきま

して、右の改正後宿泊者及び４歳児未満は無料とする。の後に「ただし、個室風呂に

ついてはこの限りでない。」の文言を追加するものでございます。 

 条例の本文に戻っていただきまして、別表中、摘要の欄１、２、３、４とございま

すが、今新たに文言加えたものの摘要４を加えまして、改めるということの内容でご

ざいます。 

なお、附則といたしまして、この条例は平成 23年４月１日から施行するというもの

でございまして、以上、説明を申し上げましたので、よろしくご審議のほどお願い申

し上げます。 

○議長（鹿中順一君） 本案について質疑を許します。 

 ８番、山内彬君。 

○８番（山内  彬君） 何点かお伺いをしたいと思います。 

今参事の説明によりますと利用状況含めて説明があったわけでございますが、宿泊

の 67％、261 件が説明では無料だからこれぐらいの利用があったという今説明を聞い

たところです。かつ、この改正につきましては、宿泊含めて利用者のいわゆる不満が

あると、そういう観点から今回この改正をホテル側から要望があったというように聞

いておりますけれども、実は、昨年の３月 11日の定例会の、この個室の条例設置のと

きの改正の関連で調べたところ、議会側の意見としていろいろ出ておりますけれども、

一般と宿泊は同じように 2,000 円の設定をすべきだという意見もいろいろあったとこ

ろです。そこで、理事者側の説明によると、これはアンビックスの社長の強い意向で

宿泊については無料にしてほしいと、そういうことを町のほうに言ってきたと、そう

いうことをとらまえて町としては宿泊の部分について無料にしたというように説明が

あったわけでございます。解して言うならば、アンビックスの社長がこの強い意向で

宿泊については無料だと、そういうようにしてほしいと、そう言ったものが１年経過

するわけでございますが、なぜこの 2,000 円について有料にするのか。かつ、この説

明によりますと、ほかの施設も運営していると思いますが、予約制でトラブることは

ないと、そういうふうに議会は我々に説明していたところです。そういう、これをそ

ういうものを検証したホテルを今指定管理でやっているアンビックス社も、ほかのと
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ころでいろいろと経営をされた上でのこういう無料と、そういう判断で昨年の３月に

改正を行ったと、そういうふうに我々判断をしているところです。これを先ほど申し

上げたとおり１年もしないうちにまた宿泊者も有料にすると。無料だから 261 件実績

があったと。解して言うならばいろいろ申し上げたのですけれども、これは利用者も

また減るのではないかなと、そういうように考えられます。そちらの昨年の３月の提

案したことについて、今回のことについて再度考え方についてお聞きしたいなと、そ

ういうふうに思います。 

○議長（鹿中順一君） 企画財政課参事。 

○企画財政課参事（石橋吉伸君） ただいま山内議員から質問のございました点、ま

ず１点目、昨年の３月議会で個室風呂の特に設定する、開所するにあたりアンビック

スの社長のほうからの強い、そういった無料にしてどうだという強い意向があったと

いう説明をしているということでございますが、それはそのとおりでございます。確

かにあの時点で個室風呂、確か１月の全員協議会 19日でもそうですが、個室風呂の提

案が最初ございまして、どうするのかと。物理的に個室風呂できるのか、できないの

かというようなことも含めましていろいろと議論をいただき、３月の時点で予算も補

正をいただき、５月 15日オープンに漕ぎ着けたというのがこれまでの流れでございま

す。その際に、アンビックスのほうから社長の意向としては、一つの目玉商品として、

この宿泊者については無料でいいのではないのかという提案も同時にいただきました。

そういったことも含めまして、この個室風呂というものにつきましては、当初私ども

何というのでしょうか、あまり認識としては深くはなかったのですけれども、昨年の

３月時点でもお話したかもしれませんが、個室風呂の要望があるといいますのは、最

近のいろんなご家族の関係、いろいろ入りたいといいましょうか、例えば障がいを持

たれている方等含めて、そういった個室風呂に対するニーズが実は増えていますとい

うことで、もしそういう条件が許されるのであれば、そういった個室風呂の新設をと

いうことで進んできた中身でございます。それで、当初よりひとつ進めていく上で、

目玉として個室風呂というものがあるということから、宿泊者については無料として

はどうかとういことで提案をし、皆さんにご賛同いただき今日に至ったところでござ

います。 
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 その後どういう方針転換があったのかということでございますが、ほぼ大体毎月の

ようにアンビックスといいましょうか、現地の森の健康館の担当と私どものところで

話をいろいろ意見交換をさせていただいておりまして、その中でいわゆる個室風呂の

利用というものにつきましても、利用頻度が大変にいいということがございまいて、

ただその中で、宿泊者における利用料金が現在のところ無料ということでございます

ので、それを一般の利用者との差を解消してはいかがでしょうかというお話も出てま

いりました。私ども、そういった部分で現状を見たときに、これは一定当初進めてお

りました宿泊者については無料というものについては、一定見直しをする必要がある

だろうということを考えまして、区切りのいい時点で、まだ１年たっていないのでご

ざいますが、一般の入浴の方と同様の形にすることで対応していくことが適切だとい

うふうに判断したところでございます。もちろんこれは、社長含めましてアンビック

ス本社のほうも含めて了解済みの話でございます。 

 それと、あと昨年の３月の議会のときに、いわゆるこういったものは、利用者間と

のいわゆるトラブルはないですよという話も私どものほうでいたしました。ほかで抱

えておりますアンビックスのそういった個室風呂の利用形態もお聞きした中では、そ

ういうことで、特に予約ということを重点に言っておりまして、予約をとることによ

って、そういうトラブルが少ないのですよというお話でした。それで、今回宿泊者が

無料ということで、うちの施設は進んでいたわけでございますけれども、予約の方式

といたしまして、一般の日帰りの入浴の方につきましては事前の電話予約を承ってお

ります。宿泊者につきましては、チェックインをした際に個室風呂がございますと、

いわゆるサービスの提供として、一環として、その一部としてこういう個室風呂がご

ざいまして現在無料で提供させていただきますという話をさせていただいております。

個室風呂の場合ですと、日帰りの入浴の方ですと事前に電話をいただけるということ

が前提なのですけれども、そこまで周知が不十分ということもありまして、では当日

来られたときに、チェックインが３時から５時に集中いたしますので、そのときに既

にチェックインしたときにサービスの内容の提供をご説明した際に、もし今空きがあ

りますけれども、こういうサービスがありますということで宿泊者が予約をされると

いうようなことで、突然来られた日帰りのお客様との間では、ああもう入ってしまっ
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たのかということでございます。あと、宿泊者の関係につきましても、これは当日チ

ェックインをした際の利用者選択でございますので、チェックインした際に個室風呂

のサービスもお願いしたいということがあればその分が入いりますので、１回利用さ

れますと１時間ということですので、その後の清掃も入れますと、１時間半と。３時

間で約２件の回しということになってまいりますので、そういった形での利用という

ことになってございます。このトラブルが昨年の３月時点ではないという話をお話し

ましたけれども、ほかのアンビックスの施設についてはすべて前提条件として、すべ

て料金は同じに設定をされておりますので、そういった関係もあったのかなというふ

うに推測をしております。それと、いわゆる利用された方の中で、宿泊者の中でこの

個室風呂が非常にプラスアルファーとしてサービスとして高いということを皆さんお

っしゃっていただきまして、その後お帰りになってご家族でまた別に宿泊ではなく、

家族風呂の利用という形でのリピーターといいましょうかお客さんもいらっしゃると

いうようなことで、昨年申し上げました利用者間におけるトラブルはいわゆる予約で

あるとか、そういった部分でさばけるというふうに理解をしておりましたが、実際の

ところは予約の段階ではそのような形をとっておりますので、トラブルというよりは

やっぱり利用が宿泊者のほうに多くなっているというのが実情でございますので、こ

れを利用者等含めて進めていく上では、同一料金が望ましいというふうに判断したも

のでございます。 

○議長（鹿中順一君） ８番、山内彬君。 

○８番（山内  彬君） 説明いただいたのですけれども、よくわからないのですけれ

ども。というのは、昨年の条例を改正したときに、日帰り入浴の時間帯と宿泊の時間

帯はある程度区分をするというふうに我々聞いているところです。ということは、で

きる限り宿泊の方に優先的に使っていただくことで設置したというふうに聞いていま

す。これはなぜかというと、宿泊について、あそこのいわゆるほかの温泉施設と違っ

て１軒であり、遠いところもあって、宿泊の魅力をつけるために個室風呂をつくって、

泊まり客の方にゆっくりしてほしいというふうに参事のほうは、我々議会に対して説

明をしているところです。解して言うならば、これをなぜ言うかと、そういうことで

この宿泊料金含めて、それからあそこを利用する魅力を含めて、この 2,000 円無料に
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したというふうに我々考えてずっときたわけでございます。トラブルというのは当初

からプロがやっていることですから、こういうことについては予約で解消できると、

そういうふうに十分我々以上に指定管理を受けるアンビックス社については認識して

いたのではないかなと、そういうふうに思うものですから、急に方向転換をしてあそ

このイメージについて、これでトラブルが解消されるかわかりませんけれども、予約

をきちっととれば、この公平、不公平というのは起きないのではないかというふうに

考える次第です。当初の目的どおり料金をあてにするのではなく魅力をつけると、そ

ういう町としての負担をして個室をつくったという観点から、もう少し考えるべきで

はないかと、そういうふうに思います。再度お聞きしたのですけれども、これについ

て、この個室風呂のみでなく、あそこのホテル経営が１年間経過した時点でまだまだ

多分実績を見ると検証すべきものがあるという中で、これだけを先行してやるという

ことについて私はいかがなものかと、そういうように思いますので、再度考えがあれ

ばお答えいただきたいと、そういうように思います。 

○議長（鹿中順一君） 企画財政課参事。 

○企画財政課参事（石橋吉伸君） 昨年の個室風呂にかかわりますお話でございまし

て、今山内議員おっしゃったようなお話を私もこの場でさせていただいております。

ただ、トラブルが先ほどいいましたように全くなかったほかのアンビックスとの関係

でございますけれども、そういう時間帯を設けてだとか、そういった工夫というもの

も今後出てくるというようなお話をさせていただいたというふうに思っております。

その後の実態でいきますと、先ほど申し上げましたようにすべて予約ではございます

が、あくまでも宿泊の方につきましては、当日チェックインしたときにサービスの内

容として説明をした際に予約を受けるということにしております。それ以外の日帰り

の部分につきましては、事前の電話予約でオーケーですよということで、何日か前で

も電話をしていだければ、その時間あいていますかということで、いわゆる日帰り客

に対しまして、いわゆる先の予約が可能な状態というような工夫も今日行ってきてい

るという数字でございます。宿泊につきましては、どうしても無料ということでプラ

スのサービスとして提供したということでございますが、これにつきまして好評とい

いましょうか、ほぼ毎日埋まっている状態の中で、他の日帰り客との扱いについても
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ここで、１年を経過していないわけですけれども見直しを図らせていただきまして、

先ほど１年間の総括した上で決めるべきでないかというお話でございましたが、一つ

の区切りといたしまして個室風呂につきましては、この料金を宿泊者の部分につきま

しても同様とすることでお願いを申し上げたいと、このように思っておりますのでよ

ろしくお願い申し上げます。 

○議長（鹿中順一君） ８番、山内彬君。 

○８番（山内  彬君） 今、回答いただいたのですけれども、ホテルを予約するとき

にこういう説明はしないで、当日来たときに予約をとるということですか。それなら

絶対混乱起きるのははっきりしている。当日ホテルに来てから個室の風呂を予約をと

ると、そういうふうに今説明があったのですけれども、やはりこういうのは、ホテル

の予約を受けたときに個室風呂はこういうふうにあると、そうした中で利用者の事前

にそういうものを予約のことについて把握すべきでないかと私は思うのですけれども、

日帰りだけ電話で事前に予約をとると。そういうようなやり方だというのですけども、

今初めて聞いたのですが、そういう経営では当然トラブルが起きるのははっきりする

と思います。やはり、泊まり客についても事前に丁寧に説明して、こういうものがあ

りますので利用について、やはり相手の意思を確認した上でそういうものについて、

こういうことですと。例えば、３時間で２回ですか、こういうことになってますとい

う、そういうものをきちっと説明したら、そんなにトラブルが起きないかと思います

ので、初めて聞いたこともありますし、このことについて多分結果としては、あまり

いいものが結果としては残らないのではないかと。要するに宿泊のことについても影

響が出ると。個室風呂の利用についても恐らく影響が出るのではないかと、そういう

ように思います。このことについて再度お聞きしたいと思います。 

○議長（鹿中順一君） 企画財政課参事。 

○企画財政課参事（石橋吉伸君） 予約の関係でございます。今先ほど申し上げまし

たように宿泊者につきましては、宿泊したチェックインをした時点で個室風呂の利用

の有無を聞きます。日帰りのお客さんにつきましては、事前に電話で予約でもオーケ

ーということで現在進めております。電話でも宿泊者から予約があるときに、個室風

呂を利用したいのですけれどもというお話が当然くるそうでございます。ただ、日帰
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り客を優先をするというちょっと考え方をしておりますので、といいますのは日帰り

の時間でございますけれども、現在の日帰りの利用できる時間帯というのがございま

すので、それからいきますとなるべく日帰りのお客様の時間に合わせるような形で何

とかしたいということもございますので、日帰り客につきましては事前の電話予約で

今受けております。利用時間につきましては、午前 10 時から 21 時まで、この間利用

できます。あと、宿泊のお客さんにつきましては、予約につきましてはチェックイン

のときに予約が入っていなければ、その時間帯提供できるというお話をさせていただ

いておりまして、利用時間につきましては、チェックインが 15時からとなってござい

ますので、当日は 15 時から 24 時まで、個室風呂はこの間利用が可能と。それから、

翌朝の５時から９時までは利用可能と。これは、一般の大浴場も宿泊者につきまして

は、同じ時間で利用ができるということでございまして、たまたまどうしても混み合

いますのは午後５時から９時、この台が一番混み合います。この部分につきましては、

なるべく日帰りの方を優先したいという思いから、事前の予約をとらせていただいて

おりまして、事前の予約が入った場合については宿泊の方につきましてはそれ以外の

時間帯での利用をお願いをしているということでございまして、そのことによりまし

て、たまたま事前予約、電話予約をできなかったよという人が個室風呂に入りたいよ

と言ったときに、ちょっと今予約が入っておりますということになるものですから、

そしたらということで次回からもしあれでしたら電話で事前に予約をお願いしますと

いうお話と、それからあと宿泊者につきましてもチェックインの時点で予約を賜って

いるということなものですから、その時点で当日宿泊される方につきましては、先に

入っているとその時間帯は使えないと。もしくは、15時から 24 時でございますので、

その中で入る時間帯というのは集中する時間帯は先ほど言いました時間に集中いたし

ますので、そこのところで利用がちょっとできなかったよということのお話でござい

ました。そういった部分である程度、これは利用された方が皆さん言われているそう

ですが、大変よかったですと。プラスのサービスとして大変よかったというお話を伺

っておりますので、これは一つの売りではあるのですけれども、日帰り客、いわゆる

個室風呂の料金として双方同じような扱いにすることが望ましいというふうに考えて

おりますので、そのような進め方を今後させていただきたいということでございます。 



 ― ５１ ― 

○議長（鹿中順一君） 副町長。 

○副町長（佐藤正敏君） 山内議員のほうから、昨年の３月の議会等も踏まえたお話

をいただきました。そのとおりだというふうに思っております。ただ、プロであるア

ンビックス社が判断をして、こういう今みたいな取り扱いをさせてもらったというこ

とで私たちについては、それらを踏まえた中で了解をし、今日の条例化を図ってきた

ということでございますが、実は結果としましては、この１年にならないですけれど

も、そういう状況の中でやっぱりオープンする前に判断をしたことと、やっぱりオー

プンをしていて実際のお客様を扱っている段階において、やっぱりこれは直していか

なければならなのだなと、そういうような修正ですとかトラブルを解消していかなけ

ればならないのだなということが、オープン後のこの位置において判断せざるを得な

くなったということだろうというふうに私は思っております。ですから、オープン前

とオープン後において判断が正しくなかったということだろうというぐあいに私自身

も思っているところでございます。あとは、そういう中で一つしかないですから、二

つあれば分けてということになるかもしれませんけれども、時間帯の設定の中では宿

泊者だけが占有できる時間帯もあります。あまりに朝早すぎるかという問題等もある

かもしれませんけれども、そういう時間もあるし遅い時間もございます。ある意味で

は少しずつ、それをお互いが住み分けていくような方法も含めて、それは当然ホテル

側でも考えていくというようなことになろうかというぐあいに思いますけれども、今

までそういうような状況が示されてきたと、そういうことで条例改正をしてほしいと

いう意向については指定管理者をさせている以上町のほうとしても、そういう中身の

中で判断したことに対してそれを受けていくというようなことに私はなると、そうい

う意味からこういう条例の提案になっていった。ただ、これも流れでありますから、

次また変えるとかそういう意味ではありません。全体のやっぱり経営の部分で言えば、

議員も指摘があったようにまだ問題等は当然残っているというぐあいには思っており

ますから、それ全般も含めてこれからもアンビックス社のほうとは、ランプの宿のい

い経営に向かって双方で努力をしていくということになっていくというぐあいに思い

ます。それは町長の町政方針の中にも記載をしているところでございます。 

今の状況でいけばアンビックスがつくった経営状況でいけば、宴会側のほうもこれ
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は 100％超えていると。それから日帰り入浴も約 90％ぐらいには、これは間違いなく

いくのかなというぐあいに思っております。そういう面でいけば宿泊人数の確保をど

うやって図るというのが大きな課題で、それはアンビックス社自体も非常に次の対策

をということで考えているところでございますから、１年の経験を踏まえて、次２年

目でまたステップができるようなことも踏まえて、これは我々のほうともアンビック

ス社のほうとも協議をしながら進めていきたいというぐあいに考えておりますので、

よろしくお願いをしたいと思います。 

○議長（鹿中順一君） ほかにございませんか。 

 ６番、白馬康進君。 

○６番（白馬康進君） ちょっとこの関係については総務文教常任委員会でも異論が

あって、私も委員長との采配の中でちょっとはっきりした決断をできなかったわけで

すけど、私はこの件については、別に大きな支障だとか影響がないのなら、これはア

ンビックス社の経営のプロが判断したことですから、私は別にこのことに対して反対

だとかというのではなく、ただ、今副町長が最初オープンしてみないと正しいか正し

くないかという判断はつかなかったから、オープンしてはじめてこういう問題が出た

というけれど、私はそういう問題ではないと思うのです。正しいとか正しくないとか

と、これはやっぱりいろんなものは経営して実際にやってみないといろんな問題が起

きます、これからも。ですからやってみてはじめてこういうことが出てきたのだなと

いうことで、私は素直に聞いています。ただ、これは最初から風呂は町長も後から障

がい者だとか体の不自由な人だとか、いろんな人のために少しでもサービスをするよ

うな個室風呂をつくろうと、そういう発想から私はいったのではないかと思います。

ところが実際にこうやって個室風呂をつくってみますと、一般の日帰りだとか宿泊が

どうだとか、本来的には私はそういうものが目的でなかったのかなと思っています。 

しかし、それはいいとしましても、私さっきから参事の言っていることがちょっと

わからないのですけれども、もう少し理解できるように、町民の人にも説明しなきゃ

ならないので教えてほしいのですけど、くどいようですけど日帰りの利用者を優先さ

せて、そして電話で予約をして、宿泊はチェックインのときに３時から来たときにそ

の時間があいていればいいというのですけど、そもそもその辺の状況がよくわからな
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いのです。事前に９時まで日帰りの人が利用するときに、どんどんどんどん予約して

おいて、３回転しかないけれど私はこの時間帯にいますと言ったら、宿泊者の人は全

く利用できなこともあり得るということではないですか、場合によっては。今までリ

ピーターも来て宿泊が個室風呂が無料で、おまけに私たち風呂が魅力で行ったという

人たちは、場合によっては日帰りの人が優先するのだったら、今度は取り扱いは、2,000

円がどうだという問題ではないのです。金額がどうだっていうのではない。これはう

んと高かったら問題になりますけど、2,000円が上げたからどうだという問題ではなく

て、利用者にとって何かつかめないと思うのです。だから事前に受けておいて９時ま

でやるといったら、日帰りの人たち前もって電話したら、何ぼ魅力があるとかサービ

スだとかと言って泊まりの人が来たって、利用できないこともあり得るのではないで

すか。既にリピーターの人が来て、これだけ宿泊の人が個室を使用しているという状

況になっていますと、そういう問題は発生しないのかなということが私は今ちょっと

今疑問に感じているわけです。ですから、本来だったらもっとこれをつくったときに、

１年間、10か月しかないけど、10か月間はサービス期間として、やっぱりきちっとや

ってみましょうという、そういう問題をきちっと掲げていたらいいのですけど、今急

に見直しまして 2,000 円というのだったら、もう少しやはりお互いに宿泊者も日帰り

客も３回転しかできない一つの風呂の取り合いを、どうだこうだなんてやっていたら、

やっぱり宿泊者の人たちは私は逆に優先させるべきだということもあり得るのです。

せっかく泊まってくれて、遠いところから来て、今ガソリンも高いときに走って行っ

て、個室も利用できないなんていったら、現実にそうですよ、今ガソリンが高くなっ

て、あんな遠い所へ行けますか。何か魅力なかったら行きません、はっきり言って今。

みんな遠いところへ行くのにガソリンかけて行けなんて言ったら。そういう問題だっ

て発生しているのです。ですから、サービスの魅力というのは、どこかに商品のサー

ビスの魅力はどんどんどんどんつけていかなければだめなのです、はっきり言って。

そういう面では、サービスの低下に対してリピーターが減るという恐れもあるのです。

この辺をきちっと。ですから私が言うのは、日帰りの時間帯は、３時までなら３時ま

ですよと。宿泊は、３時から来た人には今度は宿泊の人たちを時間を区切って、日帰

りが予約していても場合によったら、悪いけど宿泊を優先しますという、そういう解
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釈もしていかなかったら、これは混乱すると思います。その辺ちょっと私も混乱して

いるかもしれませんけど、もう少しわかるようにちょっと説明してください。 

○議長（鹿中順一君） 企画財政課参事。 

○企画財政課参事（石橋吉伸君） 実は、個室風呂の予約方法でございまして、これ

も実は昨年の３月の議会のときにも、どうするのだというお話も実は議員の皆さんか

らいただきました、どっちを優先するのだと。料金だけを見ますと宿泊者を優先する

ように実はなりますので、もう少しやはり日帰り入浴客の利用というものを考えたら

どうだというご意見もございまして、昨年のこの場で同様な答弁をさせてもらってい

たわけですけれども、日中の時間帯については日帰り客の方が、入浴の方は先ほど言

いましたように 15 時から 24 時、５時から９時までと。ある意味ではどこでもとれる

ような時間帯で利用できますので、一方、日帰りの人は 10 時から 21 時までの時間で

ございますので、予約につきましては日帰りのお客様につきましては、電話予約で、

予約をとりますというお話で実は前回もそういった方向で進めたいといういうことで

のお話をさせていただいておりました。 

 実際のところは、やっぱり事前予約が、１回使いますと事前予約できるのだねとい

うことで、次回から電話でいついつ何時頃行きたいのだけれどあいているかいという

問い合わせで予約が入っていくという状況でございます。先ほど言いましたように宿

泊につきましては、当日来てみないとわかりませんと。個室風呂を使いたいのだけど

もどうですかという部分でいけば、今ほかのお客さんがこことここの時間が既に入っ

ていますし、当日来ていただいた時点で宿泊のチェックインしていただいた時点で個

室風呂の状況については案内させてもらいますという形で、今日まで進めてきている

ところでございます。だから、優先ということになりますと料金的には、宿泊者が優

位なんですけれども、使いたいという頻度から言えば、予約を日帰りの方については

受けていますので、そちらが日帰り優先という形になろうかなというふうに考えてお

ります。これが両方とも１時間あたり 2,000 円という予約制にいたしますと、今後宿

泊者で宿泊予約のときに個室風呂を使いたいと言ったときに、今までですと当日来た

時点で予約の状況によって可能、不可能ということでお返事させてくださいというこ

とになるのですが、今後は宿泊が予約があった時点で同じ利用者という見方をいたし
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ますので、宿泊者であろうが、日帰りの方であろうが、既に予約が入っているかどう

かという予約の空き状況で、今後利用ができるというふうに考えておりますので、そ

ういった利用者での差をつけないといったら表現おかしいのですけれども、同じ扱い

をさせていただきたいということでございます。 

○議長（鹿中順一君） ６番、白馬康進君。 

○６番（白馬康進君） 確認しますけれど、私もちょっとこれから利用者たちにそう

いうことを聞かれたらよく説明しておきます。今参事のほうからは、日帰りをまず優

先させたい、やっぱり日中あいている間は。だけど、宿泊は来てからでなかったら、

宿泊だって事前に電話は受けて、そして私明日泊まりますけど、３時に行ったら、３

時から４時までということで、両方料金も同じだけど扱いも同じにすると。だけど、

日帰りを優先させるのだと。あくまでも、そういうふうに言ってしまうと何か先に日

帰りのほうが予約している人が優先だから、その辺が泊まり客が何ぼ申し込んでも、

いつまでたっても日帰りが混んでいたら、せっかくあの風呂が魅力だねといっても入

れないということもあり得るのではないかと私は心配しているわけです。そこが、ち

ょっとリピーターやなんかにとってはこれから落ちてくるのかなという感じがあった

から今聞いたわけです。その辺がどういうふうに扱っていくのかなということで、さ

っきも山内君も言ったけど上手に説明して、きちっとした理解を得ていくということ

で。ですから、今セット料金だとかいろんなもの、パンフレットなんかもかわら版だ

とかいろいろ載ってますけど、この件については、やっぱりかわら版ではなくて、今

度いろんなセット料金もお客さんにわかりやすい方法で周知していったほうが私はい

いと思います。宿泊も事前にそういう声が聞いてくると、そういうこともわかります

から、そういうことがなかなかみんなわかっていないのですから、私たちも今議論し

てわかりやすいような説明を今理解を求めているのですから、くどくどやっています

けど、よくわかりやすくひとつその辺はきちっと利用者に説明できるような形をして

ほしいなと私は希望して言っているわけですから、もう一度お願いいたします。 

○議長（鹿中順一君） 企画財政課参事。 

○企画財政課参事（石橋吉伸君） 今の個室風呂の利用形態といいましょうか、予約

のシステムが先ほど申し上げましたように、日帰りにつきましては事前の電話予約で
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オーケー、宿泊者については宿泊のチェックインをしたときに、実際に泊まられて来

たときに、今現在はあいていれば個室風呂を利用できますよというご案内をさせてい

ただいています。今回、先ほど摘要の４のところで、宿泊者の部分については、個室

風呂を除くということでございますので、平成 23年４月１日以降は、個室風呂につき

ましては、宿泊の予約のあった時点で個室風呂の利用の予約があれば予約可能。それ

からもちろん一般の利用客につきましても、事前に個室風呂の予約が可能ということ

になろうかと思います。ですから、従来ですと宿泊者につきましては、行ってみない

とわからないということでございましたが、４月からは事前に個室風呂を使いたいと

いうことを言っていただきますと、その時間帯で用意ができるものはされるというこ

とでございます。従来は個室風呂を使いたいということで、宿泊予約があっても、そ

れは当日来ていただいた時点であきがありましたら案内できますというお話しかでき

ませんでしたけれども、これからは個室風呂につきましては、宿泊者も日帰り入浴者

も事前にいつ、何時から使いたいということが言われますと、その部分については適

用がされるということで、何かちょっとわかりづらい部分もあろうかと思いますけど

も、このことによっていわゆる宿泊者も、それから日帰りの方につきましても、個室

風呂につきましては、扱いは同一です。事前の予約も両方とも受けますという形にし

たいということでございます。 

○議長（鹿中順一君） ２番、谷川忠雄君。 

○２番（谷川忠雄君） １点だけですけれども、文言の表現の関係なのですけれども、

４番目のただし書以降で、この限りでないというふうな形で、これは専門の人が見れ

ばわかるのですけれども、通常お役所言葉はなるべくやめて、言葉の行革というふう

なこともありますので、無料に対抗すれば有料になるし、条例で定める料金とするだ

とか、ずばり表現したほうがいいのではないかなと。一般の人が見たら、この限りで

というのは何なのかなというふうなことで、ちょっと気のついたところで、検討に値

するのであれば今回はいいですけれども、もろもろ言葉の行革もやっているはずです

から、その辺のところを十分に精査をいただきたいというふうなことで一言お話を申

し上げておきます。 

○議長（鹿中順一君） 企画財政課参事。 
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○企画財政課参事（石橋吉伸君） 大変ありがとうございます。私ども、今まで条例

の条立てといたしましては、こういう形がちょっと通例と言ってはおかしいのですけ

れども、今あるものからこの人は除くという表現でございました。そういった言葉の

行革も含めまして、今後いろいろとこの条例に限らずだと思いますので、勉強させて

いただければと思います。 

○議長（鹿中順一君） ほかにございませんか。 

 ９番、篠原眞稚子さん。 

○９番（篠原眞稚子さん） いろいろ意見が出されて、最終的にというか、そうする

と個室風呂については、４月からは予約制であるというような表示というか、お知ら

せみたいな形にするという・・・。 

（何事か言う声あり） 

○９番（篠原眞稚子さん） しない、何もしない。料金がかかる、宿泊客だけが問題

で後は全然関係ないのですけれども、いろいろ心配されているというのは、要するに

宿泊のサービスが低下するのではないかというようなことで今議論されているのだと

思うのです。提案者というかアンビックスは、私はアンビックスの社長がというか、

今言われているのは、この町というか、そこのところに愛されない施設はということ

だから、多分日帰りで個室を利用したいという人が、いつも泊まり客とバッティング

していて利用できないと、そういうことは地域にとってはと、そういうこともあった

のかなというふうに思ったのですけれども、それは思っただけではわからないのです

が、４月以降もしそういうことになるのであれば、個室については完全予約制ですと

かというような、宿泊の人にもやっぱりサービスが低下しているのだなという思いが

残らないような工夫というのは、私は大事じゃないかなというふうに思うので、それ

は行政がすることではないのかもしれないのですけれども、例えば 8,000 円で泊まっ

ていた人が個室を利用すると１万円といういことになります。さっと計算するはずな

のです。どういう付加価値をつけるかというようなことも非常に場所を設定するとき

には、選ぶときには大きな問題なのです。料理なのか、お風呂なのかというは、これ

は重要な選び方の中にウエイトを占めてくると思うのです。ですから、私はこれに賛

成ですけども、トラブルとかそんなのではなくて予約制はきちっと予約制。そして
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2,000円出すようになる人への、私たちが言うことではないのかもしれないのですけれ

ども、利用客に何かそういう意味でのサービスが低下しているなというような思われ

ないような工夫というか、そんなことをもしアンビックス社のほうに話ができること

があればお願いしたいなと。一言余計かもしれませんけども、つけ加えていただけれ

ばというふうに思います。 

○議長（鹿中順一君） 企画財政課参事。 

○企画財政課参事（石橋吉伸君） 今予約制の表題といいましょうか、宣伝の仕方と

いいましょうか、そういったお話でございました。条例事項につきましては、こうい

う形で整理をさせていただきまして、実はもしこれが通ればということで、アンビッ

クスのほうにも話しておりまして、各旅行雑誌、じゃらんですとか、そういったもの

に対する広告を打つ時期でございます。そういった部分では、この部分について個室

風呂がこのようになりました暁には、そういった形での完全予約制という表現を含め

まして予約を承りますということで、宿泊につきましてもということで表現をさせて

いただくような準備をさせていただくようになると思います。 

また、あわせましてホームページ等でごらんになって利用される方も多いと聞いて

おりますので、これがはっきりしました段階におきましては、そういった今あります

ランプの宿森つべつのホームページ上でもそのような形、あるいはその他アンビック

ス自体が、例えば大東新聞店さんで出しておりますかわら版等にいろいろと出します

けれども、その折等も含めて、そういった内容の周知といいましょうか、そういった

こともあわせて進めていきたいと、お話をしていきたいというふうに考えております

ので、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（鹿中順一君） 副町長。 

○副町長（佐藤正敏君） 今ちょっと参事のほうからお話がありまして、その完全予

約云々という話がございました。確かに予約の受付段階では、当然それが出てくるか

というぐあいに思います。ただ 365 日開いている施設であります。このすべての時間

が、すべて予約で埋まるとは思っておりません。今の状況からいけば当然。そうする

と当日たまたま来られた方も、あいている時間があればそれは当然使えるというよう

なことは当然かというぐあいに思いますけれども、その辺についても補足させていた
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だきたいと思います。 

○議長（鹿中順一君） ９番、篠原眞稚子さん。 

○９番（篠原眞稚子さん） 今のお話は、完全予約と書いてあっても当然そこに行け

ば、それはそうだと思うのです。ちょっと聞き漏らしていたらあれなのですが、やは

りトラブルが一番問題、予約制であったのにずっと埋まるとか、あら予約制でないね

というようなこともあるかもしれないのですけれども、じゃらん等に出されるときに

は、やっぱり今度はきちっと家族風呂についてはというのを明確な数字が入れるべき

かなと。それもまた入れないでいると料金の設定でいろいろ問題になっているような

とこもあるのですけれども、やはりお客さん商売というのは小さなことでもトラブル

が大きくなってしまわないようにするということは、知らせられる情報はきちっと事

前にお客様には知らせるというようなことがすごく大事かなというふうに思うので、

個室風呂については余計なことかもしれないのですけれども、無料というふうに書か

れていたら、そこにはきちっと数字を入れて、そしてわかってもらうというようなこ

とが大事かなというふうに思うので、よろしくお願いします。 

○議長（鹿中順一君） 企画財政課参事。 

○企画財政課参事（石橋吉伸君） 先ほど篠原さんに申し上げた内容と同じことでご

ざいますけれども、今そういった内容でじゃらん等ほかの広告媒体につきましても、

そのことを個室風呂の表記の仕方というものを前提に皆さんに周知をしていくという

ことを考えておりますので、そういう進めでいきたいと考えております。 

また、今後個室風呂の利用がどのようになっていくのかというのも今後また見てい

かなくてはいけないと思いますけれども、こういったプラスワンの魅力というものを

なるべく引き出すような形で進めていきたいと思っておりますので、今後ともよろし

くお願い申し上げます。 

○議長（鹿中順一君） ４番、村田政義君。 

○４番（村田政義君） これは委員会の中でも、かなりいろいろ議論していますから

あえて言う必要もないのかなという感じがしますが、ただ私なりに感じるところを申

し上げれば、やはり当初このランプの宿のスタート段階、非常にイメージ的にも非常

に厳しい状況の中でのスタートの中でありましたけれども、今の状況からすれば宿泊
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の関係が前回の説明からいったら 51％、しかし、そのほかについては、ほぼ 100％あ

るいは 100％以上に近いような状況ということで、当初の出発からすれば、言われてい

たのは信用を取り戻すのに３年はかかるよという、この状況の中でもかなりそういっ

た部分では、利用される方が非常に多くなってきているのかなという感じを私なりに

は受けているところであります。先ほどからそれぞれの方から話しておりますが、た

だ私が心配するのは宿泊の関係であります。やっぱり先ほど参事のほうからも言われ

ましたように、宿泊者についてはこれが大きな一つの目玉としてやりますよという、

こう中での取り組みだったと思うのです。このことによって、今後宿泊者数が激減す

る恐れがあるのかないのかというところ、ちょっと懸念するものですから、そういっ

たところが、プロのほうの考えですから、そういう心配はないと思うのですけれども、

もしそういったところがあるかどうか含めてちょっとお聞きをしたいなというふうに

考えています。条例の改正については、スタートした段階で不都合があれば、これは

当然その時点でまたいろいろ改善をしながら、よりいい方向に向けて取り組んでいく

ということも一つの方法ですから、そのことについて私もどちらかといえば宿泊者含

めて非常にその中で問題が生じないような取り組みをするとなれば、これも必要なの

かなという感じはしていますけれども、ただ今言いましたように一つの目玉として取

り組んでいる形の中で、この後宿泊の関係について問題があるかないか、その辺につ

いて参考までにお聞きをしたいと思います。 

○議長（鹿中順一君） 企画財政課参事。 

○企画財政課参事（石橋吉伸君） 個室風呂を宿泊者に対して有料とした場合に、そ

の影響についての心配でございます。私ども同様のちょっと心配をいたしまして、こ

こ提案をいただいた折に、いろいろとお話をさせていただいて、またあえてもう一回

確認のために、ちょっと従業員の方も含めて実際に接客されている方も含めて、ちょ

っとお聞きしたところでございまして、その雰囲気から申し上げますと、これはまた

やってみないとわからないので、あんたあのときこう言ったじゃないかと言われてし

まえば、それまでの話でございますけれども、お聞きする限りにおいては３時なり４

時にチェックインをされて、実はいろんなサービスがある中で、こういうサービスも

ありますよというお話をしたときに、ああそうですか、それであればということで、
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個室風呂があいているときにしか案内できませんけれども、こういう状況ですよとい

うお話をしたら、そうですか、そうしたら使ってみましょうかということで、最初か

ら個室風呂を目的に来られる方は、まだ１年もたっておりませんので町外の方も多い

ものですから、インターネットでチェックされている方もおりますけれども、来て、

そういうサービスがあるのだねということで、気づかれる方が多いというふうに聞い

ております。もし、これが有料になった場合、例えば極端な話ですけれども、なんだ

有料なら俺泊まるのちょっとやめるわといいましょうか、やめるわという声になるだ

ろうかというお話をちょっと何人か現場の方にお聞きしたのですけれども、それは今

の時点ではちょっと考えにくいですと。皆さん利用された方は、大変プラスの要素と

してよかったですというお話をされておりまして、その部分で言えば、今度また別な

家族を連れて来ますね、みたいなことのお話をされているようです。先ほども申し上

げましたが、個室風呂がよかったということで、その後日帰りの個室風呂利用という

ことでは、リピーターになった方も何人かいらっしゃるというふうにお聞きしており

ますので、これは先のことは、ちょっとどうなるのかというのは、わからない部分で

ございますけれども、それだけの 2,000 円を出したとしても価値のあるものだという

ふうにお客様は皆言っていただいているということの認識でございますので、個室風

呂が有料ということになったといたしましても、その部分につきましては、そう変化

はないものだろうというふうに私ども想定をいたしておりますので、今の現状につい

てご報告させていただきます。 

○議長（鹿中順一君） ４番、村田政義君。 

○４番（村田政義君） 今の説明で大体中身的に理解をしたところであります。私も

この近辺のホテル等も含めて宿泊したときに、結構個室風呂というのはあるのです。

だけども、個室風呂入る入らないは別として、ちょっと何回か見せてもらったことが

あるのですが、それからいけばやっぱり津別の今のヒノキでできた個室風呂というの

は、やっぱりそういった目では、これだけ利用されているということは、それだけや

っぱり重要な、つくってよかったのかなという感じもしていますけれども、いずれに

しても今言われたように、このことによってサービスの低下がするようであれば、や

っぱり問題があるわけですから、ぜひそういったことのないように今後進めていただ



 ― ６２ ― 

ければと、このように考えてますので、よろしくお願いしたいと思います。終わりま

す。 

○議長（鹿中順一君） ほかにございませんか。 

 質疑を終結します。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

              （「なし」の声あり） 

○議長（鹿中順一君） 討論なしと認めます。 

 議案第９号を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

               （賛成者起立） 

○議長（鹿中順一君） 起立多数です。 

 したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 暫時休憩をします。 

 

             休憩 午後２時 １分 

             再開 午後２時 15分 

 

○議長（鹿中順一君） 休憩を閉じ再開します。 

 

    ◎議案第 10号 

○議長（鹿中順一君） 日程第 12、議案第 10号 津別町下水道設置条例の一部を改正

する条例の制定についてを議題にします。 

 内容の説明を求めます。 

 建設課主幹。 

○建設課主幹（江草智行君） ただいま上程となりました議案第 10号 津別町下水道

設置条例の一部を改正する条例の制定について説明を申し上げます。 
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 改正の理由につきましては、提案理由でも申し上げましたとおり条例の内容の一部

に誤りがあったためで、昨年下水道管理センター用地内に設置されておりますし尿受

け入れ施設について、下水道の目的外使用にあたるとの指摘により、道に対して目的

外使用申請を行っておりましたところ、この申請業務の中で条例第４条の表の内容に

ついて誤りがあると指摘され見つけたものであります。そのために改正整備をしよう

とするものであります。 

 それでは、内容について説明いたしますので、説明資料の最後の６ページをごらん

になっていただきたいと思います。第４条の別表についての改正になりますが、まず

位置についてであります。位置については「網走郡津別町字達美 186 番地 11・20」を

「網走郡津別町字達美 186 番地 13」に改めます。 

続きまして、処理方法については、「オキシデーションデイッチ」を「オキシデーシ

ョンディッチ」というふうに改めます。この施設の名称につきましては、記載につい

て今発音しましたとおり表記は「デイッチ」というふうになっておりますが、これを

「ディッチ」という今風の表記に改めるというふうになるものです。発音に近い表記

に改めるということになります。 

続いて処理能力についてですが、「一日最大 3,830立方メートル」を「一日最大 3,480

立方メートル」に改めるものです。この処理能力につきましては、最終沈殿値の能力

の基準が変更になったことがありまして、このために下水道認可計画の時点に変更を

したところなのですが、計画は変更したのですが条例のほうまで変更をしていなかっ

たということで、今回認可変更の数値にあわせて変更を行うものであります。 

 附則といたしまして、この条例は公布の日から施行しようとするものであります。 

 以上、内容について説明申し上げましたので、ご承認くださるようよろしくお願い

申し上げます。 

○議長（鹿中順一君） 本案について質疑を許します。 

              （「なし」の声あり） 

○議長（鹿中順一君） 質疑を終結します。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 
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              （「なし」の声あり） 

○議長（鹿中順一君） 討論なしと認めます。 

 議案第 10号を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

               （賛成者起立） 

○議長（鹿中順一君） 起立全員です。 

 したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

    ◎議案第 11号 

○議長（鹿中順一君） 日程第 13、議案第 11号 津別町公の施設に係る指定管理者の

指定について（相生総合交流ターミナル施設）から日程第 15、議案第 13号 津別町公

の施設の係る指定管理者の指定について（津別町２１世紀の森キャンプ場等）までの

３件については、会議規則第 37条の規定により一括議題にしたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（鹿中順一君） 異議なしと認めます。 

 したがって、日程第 13、議案第 11号 津別町公の施設に係る指定管理者の指定につ

いて（相生総合交流ターミナル施設）から日程第 15、議案第 13号 津別町公の施設に

係る指定管理者の指定について（津別町 21世紀の森キャンプ場等）までの３件を一括

議題とします。 

 議案第 11号から順次内容の説明を求めます。 

 企画財政課参事。 

○企画財政課参事（石橋吉伸君） ただいま上程となりました議案第 11号、議案第 12

号、議案第 13号につきましてご説明申し上げます。 

 今回、津別町公の施設に係る指定管理者の指定ということで、それぞれ４施設とも

この度の３月31日をもって前回指定を受けました期限が切れるということでございま

す。本件の趣旨につきましては、今回それぞれ４施設ともいわゆる津別町公の施設に
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かかる指定管理者の指定手続き等に関する条例第６条に基づきまして、公募によらな

い選定という部分でございます。経過を申し上げます。公募によらない指定管理者候

補者の選定等ということで、津別町公の施設にかかる指定管理者の指定手続き等に関

する条例第６条の規定の中に、町長は施設の性格、規模、機能等を考慮し、設置目的

を効果的かつ効率的に達成するため、地域等の活力を積極的に活用した管理を行うこ

とにより、事業効果が相当程度期待できると思慮するときは、第２条の規定による公

募によらず津別町が出資している法人または公共団体、もしくは公共的団体（出資団

体等を言う）を指定管理者の候補者として選定することができるとございまして、こ

の度の４施設とも公募によらない選定を行ったところでございます。過日、２月14日、

役場庁舎内におきまして指定管理者選定委員会が開催をされまして、１点目、過去６

年間の実績。２点目、今後とも施設目的を効果的、効率的に達成することが見込まれ

る。３点目に、地域等の活力を積極的に活用して事業を実施することが相当期待でき

るということから、本施設４件とも引き続き指定管理者としてふさわしいという選定

がされたところでございます。 

改めまして、議案第 11 号 津別町公の施設に係る指定管理者の指定について、１．

施設の名称等、津別町字相生 83 番地１、津別町相生総合交流ターミナル施設。２．指

定管理者の名称等、津別町字相生 83 番地１、株式会社相生振興公社 代表取締役 佐

藤正敏。３．指定の期間、平成 23年４月１日から平成 26年３月 31日までという内容

でございますので、地方自治法 244 条の２第６項の規定によりましてご提案いたしま

すので、ご審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

○議長（鹿中順一君） 産業課長。 

○産業課長（深田知明君） 続きまして、議案第 12号につきまして内容のご説明を申

し上げます。 

 指定管理者の選定経過につきましては、先の議案第 11 号で説明いたしましたので、

内容と同様でありますので議案書の記以下より説明申し上げます。 

 １．施設の名称等、津別町字共和 550 番地ほか、津別町堆肥製造施設。２．指定管

理者の名称等、津別町字大通 33 番地、津別町農業協同組合 代表理事組合長 山下邦

昭。３．指定の期間、平成 23年４月１日から平成 26年３月 31日までの３年間とする
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ものであります。 

以上、内容のご説明を申し上げましたのでご承認賜りますようよろしくお願いいた

します。 

○議長（鹿中順一君） 建設課長。 

○建設課長（上野安男君） 議案第 13号 津別町公の施設に係る指定管理者の指定に

つきましてご説明申し上げます。 

 この施設につきましても、議案第 11号で説明申し上げましたとおり、引き続き現指

定管理者を引き続き指定しようとするものでございます。施設につきましては、公園

条例に規定してございます２つの施設でございます。最初に、津別町字豊永 127 番地

ほか、津別２１世紀の森キャンプ場。次に、津別町字共和 130 番地１、つべつグレス

テンスキー場であります。指定管理者は、津別町字幸町 41番地、株式会社津別町振興

公社 代表取締役 佐藤多一であります。指定期間につきましては、平成 23年４月１

日から平成 26年３月 31日までの３年間でございます。 

 以上、ご説明申し上げましたので、ご承認いただきますようお願い申し上げます。 

○議長（鹿中順一君） 本案について質疑を許します。 

              （「なし」の声あり） 

○議長（鹿中順一君） 質疑を終結します。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

              （「なし」の声あり） 

○議長（鹿中順一君） 討論なしと認めます。 

 議案第 11号を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

               （賛成者起立） 

○議長（鹿中順一君） 起立全員です。 

 したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 続いて議案第 12号を採決します。 
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 この採決は起立によって行います。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

               （賛成者起立） 

○議長（鹿中順一君） 起立全員です。 

 したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 続いて議案第 13号を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

               （賛成者起立） 

○議長（鹿中順一君） 起立全員です。 

 したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 以上の結果、議案第 11 号から議案第 13 号までの３件については、原案のとおり可

決されました。 

 

    ◎議案第 14号 

○議長（鹿中順一君） 日程第 16、議案第 14 号 平成 22 年度津別町一般会計補正予

算（第６号）についてを議題にします。 

 内容の説明を求めます。 

 企画財政課長。 

○企画財政課長（斉藤善己君） ただいま上程となりました議案第 14 号 平成 22 年

度津別町一般会計補正予算（第６号）につきましてご説明を申し上げます。 

 それでは、各条項をごらんいただきたいと思います。 

 第１条につきましては、歳入歳出にそれぞれ 931 万円を追加し、補正後の予算の総

額を 53億 3,422万 1,000円とするものであります。 

 今回の補正につきましては、提案理由にもありますように保育所運営経費、除排雪

経費及び給与費を主に時間外手当の補正、これまでに確定を見ております経常経費、

投資的経費等の精査を主なものとして補正予算を編成したものであります。 

 なお、経常経費等の事業精査に対する補正については、主なものを説明しますので、
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よろしくお願いをしたいと思います。 

 それでは、歳出から説明いたしますので、10ページから 11ページをお開きいただき

たいと思います。総務費、総務管理費、一般管理費、総務管理経費の７節、賃金は、

産休代替臨時職員の精査により減額し、９節旅費については、台湾行政視察中止及び

事業精査により減額補正をお願いをするものであります。次の電算化推進経費の 19節

負担金補助及び交付金の北海道自治体情報システム協議会負担金の減額は、当初予算

に計画していたログ管理システムについて、平成 22年度導入見送りになったことから

減額補正をお願いするものであります。 

 次に、12 ページから 13 ページをお開きいただきたいと思います。13 ページ上段の

地域情報化経費の 14節使用料及び賃借料は、本年度におきまして電柱の添架料がなか

ったことにより減額補正をお願いするものであります。次の財政管理費、財政調整金

積立金は、地方交付税の特に普通交付税の再算定及び一般会計補正予算全体の事業精

査に伴い増額積立をするものであります。次に、財産管理費、公用車維持管理経費、

11 節需用費の修繕料につきましては、車両物損事故修繕料として増額補正をお願いす

るものであります。 

 次に、14 ページから 15 ページをお開きいただきたいと思います。15 ページ上段の

土地開発基金積立金につきましては、道道津別陸別線の改良に係る町有地売り払いに

伴う積立分として増額補正をお願いするものであります。次に、企画総務費、地域振

興基金積立金は、基金利息積立の精査と屋仲寛様の教育費寄附金として増額補正をお

願いするものであります。次の企画開発費、森の健康館管理業務は、17 ページをお開

きいただきたいと思います。18 節備品購入費は、加熱調理器の厨房機器購入といたし

まして増額補正をお願いするものであります。次に、企画振興費、ふるさとつべつ応

援基金積立金は、３件分のふるさと納税制度による寄附金として増額補正をお願いす

るものであります。 

 次の徴税費、税務総務費、税務事務経費の 13節委託料は、事業精査及び国税連携共

同型エルタックス審査システムの町負担がなくなったため減額し、19 節負担金補助及

び交付金は、国税連携による確定申告支援システム改修負担金が今年度Ｇタウン対応

の処理となったことから減額補正をお願いするものであります。 
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 次に、20ページから 21ページをお開きいただきたいと思います。民生費、社会福祉

費、社会福祉総務費の地域生活支援事業経費は、利用者の増により増額補正をお願い

するものであります。次の重度心身障害者医療費助成経費は、扶助費の精査により減

額補正をお願いするものであります。次の介護サービス事業特別会計繰出金は、事業

精査及び指定寄附として増額補正をお願いするものであります。 

 次に、22 ページから 23 ページをお開きいただきたいと思います。23 ページ上段の

老人福祉扶助費等は高齢者除雪サービスにおいて、高台町、本岐地区において業者委

託化に伴い増額補正をお願いするものであります。次の人材活用センター除雪経費は、

社会保険料率改定に伴い人件費の増加として増額補正をお願いするものであります。 

 次の児童福祉費、児童福祉総務費、児童手当等扶助費は、支給額確定に伴い減額補

正をお願いするものであります。次の子ども手当等扶助費は、支給額確定に伴い減額

補正をお願いするものであります。 

 次に、24ページから 25ページをお開きいただきたいと思います。保育所費、保育所

運営経費は、特別支援児の増加に伴い人件費の追加として増額補正をお願いするもの

であります。 

 次の衛生費、保健衛生費、予防費、健康増進事業は、事業精査として減額補正をお

願いするものであります。次の母子保健推進事業は、事業精査として減額補正をお願

いするものであります。 

次に、26 ページから 27 ページをお開きいただきたいと思います。27 ページ上段の

し尿処理施設管理経費は、その他事業に事業間流用したため補正をお願いするもので

あります。 

 次に、28 ページから 29ページをお開きいただきたいと思います。清掃費、塵芥処費、 

塵芥収集経費は、塵芥収集及び粗大ごみ収集業務料の精査により減額補正をお願いす 

るものであります。次の生ごみ処理経費は、津別町大空町の生ごみ処理料の精査によ 

り減額補正をお願いするものであります。 

 次の農林業費、農業費、農業振興費、農業経営基盤強化資金利子補給は、対象者の 

増により増額補正をお願いするものであります。 

 次に、30ページから 31ページをお開きいただきたいと思います。農林業費、林業費、 
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林業振興費、森林Ｊ－ＶＥＲ事業経費は、モニタリング調査業務等の精査によりまし 

て減額補正をお願いするものであります。 

 次に、32ページから 33ページをお開きいただきたいと思います。土木費、道路橋梁 

費、道路橋梁総務費の建設機械管理経費の 11節需用費の修繕料は、機動車両の事故修 

繕として増額補正をお願いするものであります。次の道路除排雪経費は、今後の除排 

雪を見込み除雪委託路線、排雪ダンプ借上料を見込み増額補正をお願いするものであ 

ります。 

 次に、34ページから 35ページをお開きいただきたいと思います。住宅費、住宅管理

費、町営住宅管理経費の除排雪経費は、今後の除排雪を見込み増額補正をお願いする

ものであります。次に、住宅建設費、まちなか団地建設整備事業は、13 節委託料の登

記関係書類作成業務につきましては、まちなか団地Ⅰ工区Ａ棟、Ｂ棟の建物登記関係

図面業務委託として増額し、その他の関係諸費につきましては、事業完了として減額

補正をお願いするものであります。 

 次に、消防費、災害対策費、防災対策経費は、災害時要援護者名簿作成に係るパソ

コン用ソフトの購入として増額補正をお願いするものであります。 

 次に、38 ページから 39ページをお開きいただきたいと思います。教育費、教育総務

費、義務教育振興費、義務教育振興事業経費は、19 節負担金補助及び交付金の負担金

において、活汲小中学校全国小中学校、全日本リコーダーコンテスト参加負担金とし

て予算計上し、交付金につきましては、活汲小中学校林分収金の精査により増額補正

をお願いするものであります。 

 次に、42ページから 43ページをお開きいただきたいと思います。社会教育費、会館

管理費、公民館管理経費は、変圧器絶縁油、空調機ノズル取替え修繕及び電気料金の

精査により増額補正をお願いするものであります。 

 次に、保健体育費、保健体育総務費、社会体育事務経費は、ソフトテニス全国大会

派遣費補助として増額補正をお願いするものであります。 

 それでは、歳入にお戻りいただきたいと思います。４ページを開きいただきたいと

思います。地方交付税、地方交付税、地方交付税の普通交付税は、平成 22 年 10 月８

日閣議決定されました円高デフレ対応のための緊急経済対策に基づきまして、平成 22



 ― ７１ ― 

年度の国の補正予算により、普通交付税が再配分されたことに伴い増額補正をお願い

するものであります。 

 次の分担金負担金、衛生負担金は、大空町の生ごみ処理料の精査により減額補正を

お願いするものであります。 

 次の使用料及び手数料、使用料、総務使用料は、バス運賃収入の精査により減額補

正をお願いするものであります。 

 次の国庫支出金、国庫負担金、民生費国庫負担金は、児童手当、子ども手当の精査

によりまして減額補正をお願いするものであります。 

 次の国庫補助金、農林業費国庫補助金、林業費国庫補助金の地域住宅交付金は、木

質ペレットストーブ導入支援事業の事業精査により減額し、森林Ｊ－ＶＥＲ事業者支

援事業補助金につきましては、認定調査業務等が環境省から専門業者に対し直接補助

となったことから減額補正をお願いするものであります。次の土木費国庫補助金、住

宅費国庫補助金、地域住宅交付金は、豊永団地屋根外壁張替え改修工事、町営住宅等

長寿命化計画策定業務、まちなか団地建設整備事業の事業確定により減額補正をお願

いするものであります。次の道路橋梁費国庫補助金、社会資本整備総合交付金事業は、

社会資本整備総合交付金の効果促進事業において、雪寒指定路線除雪費、高齢者障害

者住宅除雪費、高齢者、障害者の除雪サービスと言っておりますけれども、その事業

が該当となりましたことから増額補正をお願いするものであります。 

 次に、６ページから７ページをお開きいただきたいと思います。財産収入、財産貸

付収入、土地建物貸付収入の土地貸付料は、町有地を現場事務所等に貸し付けたため

に増額補正をお願いするものであります。次の利子及び配当金の地域振興基金利子収

入は、基金利息の増額補正をお願いするものであります。 

 次に、８ページから９ページをお開きください。財産売払収入、生産品売払収入の

素材売払収入につきましては、歳出で申し上げました活汲小中学校林分収金の確定に

伴い増額補正をお願いするものであります。次の不動産売払収入は、土地売払収入に

つきましては、道道津別陸別線改良工事に係る道路用地として売り払いしたものの増

額補正をお願いするものであります。次の物品売払収入につきましては、かつていき

いきふるさと推進事業で実行委員会で整備をしましたスキー競技用掲示装置などの機
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器につきまして、十勝スキー連盟に売り払いをすることとして増額補正をお願いをす

るものであります。これにつきましては、実行委員会で整備したものをスキー場が廃

止することに伴い町に移管されたものでありますけれども、そこを今十勝スキー連盟

に売り払いをするものであります。 

 次に、寄附金、寄附金、総務費寄附金につきましては、ふるさと納税による分とい

たしまして増額補正をお願いするものであります。教育費寄附金については、柏町、

屋中様からの指定寄附といたしまして増額補正をお願いするものであります。次の民

生費、寄附金については、大通り廣瀬肇一様からの指定寄附として増額補正をお願い

するものであります。 

 次の繰入金、基金繰入金、基金繰入金、地域振興基金繰入金については、青少年海

外研修事業の確定によりまして減額補正をお願いするものであります。次の丸玉産業

森づくり基金繰入金につきましては、愛林のまち緑資源を守る推進事業の事業精査に

より減額補正をお願いするものであります。 

 次の諸収入、雑入、雑入、事故共済金につきましては、町営バス１件、集中管理車

公用車１件の事故共済金として増額補正をお願いするものであります。 

 次の町債については、公営住宅建設事業の確定によりまして減額補正をお願いする

ものであります。 

 第１表にお戻りいただきたいと思います。第１条第２表第１表につきましては、た

だいま歳出、歳入で説明いたしまた内容をそれぞれ補正し、第１条の条項どおりとす

るものであります。 

 第２条第２表の継続費補正につきましては、まちなか団地Ⅰ工区買取事業の年割額

の変更に伴い、継続費総額の補正をお願いするものであります。 

 第３条第３表の繰越明許費につきましては、本年１月 21日開催の第１回臨時議会で

ご承認をいただきました国の緊急経済対策に伴い、きめ細かな交付金の事業につきま

して、地方自治法第 213 条第１項に基づき繰越明許費を設定するものであります。 

 第４条第４表の債務負担行為の補正につきましては、農業新規参入者支援事業にお

きまして、期間及び限度額の補正をお願いするものであります。 

 第５条第５表、地方債の補正につきましては、事業完了による額の確定により補正
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後の総額を４億 9,737万円とするものであります。 

 以上、説明いたしましたので、ご承認のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（鹿中順一君） 本案について質疑を許します。 

 ８番、山内彬君。 

○８番（山内  彬君） 歳出のほう 17ページ、上段のほうにあります森の健康館の関

係でございますが、便器のコーティング業務につきまして、確か 12 月に補正を 42 万

しているところです。今回減額 14万 3,000円、12 月に補正して 14万 3,000円を減額

したところでございますが、その当時どういう見積もりをしたのか、また実際この 14

万 3,000円減額でできた内容についてお伺いをしたいと思います。 

 それから、27ページの保健師の設置費の中で、今回給与費で 677万 3,000円を大き

く減額しておりますが、この内容についてお聞きしたいのと、これはいつ頃そういう

状態が発生したのかお伺いをしたいというふうに思います。 

 次に、次のページの 29ページ。清掃費の塵芥処理費、委託料、これ一般廃棄物の埋

立て処分場の関係ですが、これにつきまして委託料の 44万 1,000円を今回減額をして

いるところです。当初予算 110 万程度だったと思いますが、これだけ減額になった要

因と当初どういう見積もりだったのか、そこらあたりについて、また実施については

予定どおりやられたのかどうかお伺いしたい。 

 次に、43ページ、社会教育費の総務費関係の 43ページの上段にあります給与費の関

係についてお伺いしたいと思います。今回職員手当で時間外を 41万補正しているとこ

ろです。時間外につきましては、全体の給与費の４％という枠でそれぞれ予算に配分

されていることだと思いますけども、今回この社会教育のほうで 41万円を追加したこ

とと、12 月の時点でまた補正をして今回また補正をしている。12 月に 95 万ほど補正

をして今回 41万をしている。先ほど申し上げたとおり全体枠の４％で時間外について

は組んでいると思いますが、全体調整でこのことについてカバーできなかったのかど

うか含めて、それからこの当初予算の４％枠よりオーバーに増えて 270 万ぐらいにな

ると思いますが、ここの業務について、このふえた業務の内容につきましてお伺いを

したいと思います。 

 同じ 43ページの毎年青少年の海外研修派遣事業を行っているところですが、この 77
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万 6,000 円を今回減額しておりますが、通常だったらそんなに減額はないのですけれ

ども、その指導者研修とあわせて、指導者研修は当初予算そのまま減額としている、

そういう中身になっておりますけども、これについてどういうことでこれが減額にな

ったのかお伺いをしたい。 

 それから、同じ 43ページの公民館管理経費、これにつきまして需用費の電気料につ

きまして 76万追加をしているところです。当初予算の見方がどうだったのかわかりま

せんけれども、当初 511万 8,000円の電気料の予算を組んでおりますけども 76万を今

回補正をしている。これにつきましては、通常であればこんなに補正はないかと思う

のですけれども、どういうことで、この 76万のふえたことにつきましてお伺いをした

いと思います。 

 以上につきまして、よろしくお願いをしたいと思います。 

○議長（鹿中順一君） 企画財政課参事。 

○企画財政課参事（石橋吉伸君） 今ご質問のございました 17ページ、森の健康館管

理業務でございます。一番上の便器洗浄コーティング業務でございます。当初山内議

員おっしゃられたとおり42万円の補正をいただきまして行ったところでございますが、

42万のうち事業内流用が 10万 3,000円ございます。修繕等に、需用費に流用がござい

ます、10万 3,000円。それから、便器洗浄コーティングが 17万 3,250円ということで

ございまして、差し引き 14 万 3,000 円を減額させていただきました。当初 42 万の見

積もりでございますけれども、森の健康館の便器 11か所予定をいたしまして、当初業

者より見積もりをとったところでございます。その後、再度実施すべく見積もりをと

りましたところ、実際のところは 17万 3,250円でおさまりました。中身の比較につき

ましては、便器そのものの工賃は変わらないのですけれども、札幌の業者でございま

して、その分のいわゆる諸経費の部分、この部分を今回につきましてはなしで対応し

たいということで申し出がございましたので、それではそのように内容等についても、

成果品についても同じであれば結構でしょうということで 17万 3,250円を額として確

定したものでございます。その後機械等の故障がございまして 10万 3,000円を需用費

に流用したということでございまして、その結果 14万 3,000円が額の確定ということ

で、この度減額させていただくということでございます。 
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○議長（鹿中順一君） 総務課長。 

○総務課長（林  伸行君） 27 ページの保健師の設置費の関係の給与費の減額ですけ

れども、これは育児休業取得者３名おりまして、復職、休業というようなことの出入

りがありまして、計画は出されているのですけれども、いつ復帰されてもいいような

予算措置をしているということで、この分については計画通り休業されたということ

による減額であります。 

それから、43 ページの時間外の関係でありますけども、全体的に時間外はここ数年

４％枠で予算措置しておきながら、最終的には５％前後というような決算時にはそう

いったような状況になっているということであります。ここ５年間見ても 10数人、15

人以上の職員減というようなことがやはり私は影響しているのではないかなというふ

うに思っているところです。それに加えて分権、あるいは最近の地域主権改革、そう

いったことに伴いまして業務の地方への移譲、そういったものも進んでいるというよ

うなことで、決して業務量が減っているという状況ではない中で職員が減っていると

いうことが影響しているのではないかなというふうに思っているところです。そう言

いながらも縮減に努めたいということで、時間外の事前命令、あるいは毎週金曜日は

ノー残業デーというようなことで職員に周知をして、なるべく時間内で業務を済ませ

るようにということで督励はしていますけれども、なかなかそういう計画通りにはい

かないという状況にあるということを御承知いただきたいというふうに思います。 

社会教育費のところにつきましては 12月で補正し、また補正というようなことであ

ります。12 月の段階では、補正の締め切りが 11 月の上旬ぐらいというふうなことであ

りまして、この間秋に業務がかなりふくそうするというようなことがあります。社会

教育につきましては、やはり夏場の合宿時期、それから 12 月ぐらいにかけて、かなり

時間外が発生するというようなことは私も承知しておりますけども、これはほかの方

法で解決できる方法は今のところ見つかっていないということで、これは時期的なも

のでやむを得ないのかなと。予算担当の者が 12 月から３月中に時間外が恒常的に発生

するというようなことと同じように、これは業務の特殊性上、土日の業務が多くある

という部分でやむを得ないのかなというふうに思っているところです。 

いずれにいたしましても、今年につきましては時間外が 12 月に 440万補正し、また
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今回も補正するというようなことであります。これは要因といたしましては、まちづ

くりセンターオープンの準備に係る残業、それから昨年末から今年にかけて雪が降る

というふうになると必ず土日にかけてということで休日の除雪、それから恩根、大昭

等の水道の断水、それの対応というようなことで、そういったしばれもきつかったと

いうようなことで水道管の破裂、そういったことに対す措置が数日かかったというよ

うなことで、そういったことがいつもの年よりも多く時間外が発生しているというよ

うな状況でありますので、全体的には縮減に努めてまいりますけども、そういった要

因があるということでご理解をいただきたいなというふうに思います。 

○議長（鹿中順一君） 住民生活課長。 

○住民生活課長（山口善勝君） 一般廃棄物最終処分場管理経費でございますけども、

これ最終処分場の周辺地下水水質検査ということで、従来からやっている調査でござ

いますけども、これについては３社の競争入札ということで入札をし、落札率 63％程

度ということで、かなり低い落札率というふうなことで、北海道エアウォーターが請

け負った事業でございます。これについては、従来北海道エアウォーターというのは、

こういう地下周辺の水質調査が最も得意にしているというようなことも聞いておりま

すが、この積算については建設部の委託の中にあります積算資料について積算してお

ります。見積もりだとかそういうものでございませんので、比較的準公共の設計とい

うことでございます。これについて下がった分で明年、毎年やるものですけども、明

年度も下がった部分で設計ということにはならないと。ということは、競争入札でご

ざいますので、その時々の状況によって若干違ってくることもございますので、町と

しては積算調書に基づいて毎年同じような予算をとっていくというような形になると

思いますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（鹿中順一君） 社会教育課長。 

○社会教育課長（徳田博一君） 43 ページの時間外の関係、ただいま総務課長のほう

でお答えをしていただきましたけども、私のほうからも若干お答えをしたいと思いま

す。 

確かに、社会教育、年間を通して庁舎の中でも時間外の多い職場というふうに認識

しております。どうしても業務の性格柄土日に事業を組むというふうなことが多ござ
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います。したがいまして、全体的には時間外が増えてくるというふうな要素を持って

おります。そこへもって平成 22年の４月には、一般職、公民館の事務所に８名いたわ

けですが、人事異動によりまして７名に１名減になったというふうな状況がございま

す。さらには、昨年 12月に給食センターの職員の早期退職に伴いまして、１名公民館

からセンターのほうへ配置替えしたというふうな経過もございます。そういうふうな

ことからどうしても時間外が多くなったというふうな状況でございますので、どうか

ご理解いただきたいと思います。 

 それから、２点目の海外研修の 77万 6,000円の減額の要因ですが、これにつきまし

ては従前高校生５名と、それから指導者、町の職員１名、高校の教員が１名と７名で

事業を実施しておりましたけれども、本年につきましては指導者１名ということで、

高校の先生が１名と生徒さん５名、６名で実施をしたところでございます。したがい

まして１名分の執行残というふうなとらえ方でご理解いただきたいと思います。 

 それから、指導者研修の４万 2,000 円の減、未執行のような形になりますが、実は

これは例えば足寄の青少年の家というようなところで指導者研修、リーダー研修、子

どもたちの指導者研修みたいなものも実施されるわけなのですが、このために予算計

上しておりましたけれども、本年度につきましては、船橋、南アルプルの交流事業と

時期が重なったことによりまして参加をしていないというふうなことで４万 2,000 円

の減額となりますので、どうかご理解願います。 

 それから、最後は、電気料の関係です。今回 76万円の追加というふうなことで、ご

質問いただきましたけども、電気料については、平成 21 年度の実績額で 501万 4,000

円ほど支出をしております。平成 20 年については 579 万 9,000円、平成 19年度です

と 555 万円ほどの支出というふうなことで、年度によってかなりばらつきがあるわけ

ですが、実は公民館の電気設備というのは、いわゆる高圧電気を使用しておりまして、

北電とは高圧受電契約というふうなちょっと特殊な契約になっておりまして、この高

圧電力の料金算定の方式というのが、ただ単純に使っただけの料金に対して幾らとい

うふうな算定ではありませんで、過去 11か月間の中で最大使われた電力量、これをベ

ースに 11 か月間料金算定をされるものですから、具体的に言いますと平成 22 年、去

年の２月に最大電力量、使用電力量が 161キロワットというのを記録しているのです。
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これをベースに 11か月間基本料金が算定されますので、当初見込んでいた料金よりも

大幅に増額になったというふうなことでありますので、どうかご理解いただきたいと

思います。 

 以上であります。 

○議長（鹿中順一君） ８番、山内彬君。 

○８番（山内  彬君） お答えいただきましたが、17 ページの健康館のことについて

は一部流用したと、これは突発的なことがあったのかと思います。よくわかりません

けれども、札幌の業者が経費なしでやってくれたということでお答えいただいたわけ

なのですけれども、このことについてどういう経過でなったのかちょっとわかりませ

んけども、そういうお答えでわかったところです。 

 27ページの保健師の関係について私が言っているのは、このことの 677万 3,000円

の減額について今が正しかったのか、その前の 12月が正しかったのかということで質

問したわけですけども、そのためにこのことが判明した時期について一応再度できれ

ばお答えいただきいのと、こういうものは早く整理すべきでないかと、そういうこと

で私は質問したわけです。 

 それから、43 ページの時間外のことについてお答えをいただいたところです。私が

言うのは、今課長のほうから職員が２名減ったこともあり、業務のこともあると。こ

れをなぜ質問するかというと、これを割り返すと 40万近い１人の時間外になるという

ことなのです。土日勤務していると、振り替えをとっているのか、とっていないのか

わかりませんけれども、これをずっと続けるならば、やっぱり職員の負担も当然出て

くるだろうし、健康の問題も出てくると。適正な職員の配置がされている中の事業な

のか、それを私はちょっと疑問視するから聞いたわけです。社会教育のみならず、数

字は出ていませんけれども、今後職員の定員の部分、または今後ベテラン職員が当然

退職をする。そうした中で事務事業は増える。そうした中の行政全体の仕事のことに

ついて、職員の負担及びそういうものが年々出てくるという心配から今回質問させて

いただいたわけです。 

 公民館の職員、給食センターに一時行ったのは暫定的と思いますけれども、そのあ

たりについて、できれば考え方についてお伺いしたいと。 
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 それから、青少年のことについては、わかったわけです。ただ、私町長の行政報告

の中でもニュージーランドであれだけの地震が起きて、何ら触れていないということ

についてあそこで質問するわけにはいきませんので、やはり何年もニュージーランド

の北のほうに研修に行ってお世話になっている観点から、国全体がああいう大きな地

震に見舞われているときに、津別町として何ら考えているのかどうかわかりませんけ

れども、それあたり行政報告の中で触れるべきでないかと、そういうことを今回お聞

きしたいと思います。 

 それから、公民館のことにつきましては、実は電気料を節約したいということでロ

ビーの照明器具を省エネの設備に実は変えて予算昨年やっているところです。それに

もかかわらずこれは増えるというのは、算定の基準が変わったにしても相当大きな金

額になっているなと、そういうことをちょっと感じたものですから、再度このあたり

についてお伺いをしたいと、そういうように思います。 

○議長（鹿中順一君） 総務課長。 

○総務課長（林  伸行君） 27 ページの保健師の給与費の減額の関係ですけれども、

復帰時期もありまして、12月に復帰したのもあったということで、そうすると 12 月の

補正に間に合わなかったということでありますけれども、じゃあほかの分はどうなの

だということもありますので、今ご指摘のあった分については適正な処置ができるよ

うに事務処理をしていきたいなというふうに考えているところでありますので、ご理

解いただきたいというふうに思います。 

 それから、43 ページの時間外の関係、適正配置の関係も申されましたけれども、先

ほど担当の課長のほうからも申し上げました通り、やはり土日の時間外、それから季

節的に業務のボリュームが多くなるというようなことで、通年であればそういったこ

とも十分考慮しながらの配置ということになるのですけれども、今承知している範囲

の中ではやはり夏から秋にかけてというところが一番ピークになるということで、通

年というふうにはちょっと私のほうも理解しておりませんので、現状の中で何とかや

り繰りしてほしいということでお願いしてきているところであります。 

 それから、社会教育のほうから給食センターのほうに１名退職により急遽配置いた

しましたけれども、これにつきましても学校教育、それから社会教育、教育委員会全
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体の中で何とか対応できないかと。今現在他の部署からということも考えられるので

すけれども、今現在やっている業務の用務処理の関係、それから住民サービスの関係、

どちらが影響が大きいのかというようなことも十分考えた上で、何とかグループの中

で対応してほしいということで、そういった了解を得て社会教育の中から対応してい

ただいているということであります。 

新年度についての対応については、副町長、町長のほうからお答えをさせていただ

きたいというふうに思います。 

○議長（鹿中順一君） 社会教育課長。 

○社会教育課長（徳田博一君） 最後の質問の公民館の電気料ですが、確かに昨年Ｌ

ＥＤランプに交換をさせていただいて、60 個ロビーの電球を交換しております。ＬＥ

Ｄランプというのは、ハロゲンランプに比べて性能的に節電効果が高いというふうな

ことで予算をつけていただいた経過がございまして現在も使用しております。しかし

ながら、公民館のロビーは、常時 60個の電球すべてつけているような状況ではござい

ませんで、必要最小限度の部分だけを明かりをともしているというふうな状況でござ

います。そこで多少節電の意識も働かせながらということなのですが、それと公民館

の電気料は、農トレの電気料とメーターが１本でございまして、あの大きな両施設一

体で電気料が算定をされております。ですから、確かにＬＥＤランプに交換したこと

によって、多少なりは電気料そのものは減ってはいるのだろうと思います。電気使用

料も減ってはいるのだろうと思いますけれども、それがなかなか顕著に現れてこない

というのが現実でございますので、ご理解いただきたいと思います。 

 それから、ニュージーランドの件でございますが、ニュージーランドの高校生派遣

の事業、議員おっしゃるとおり北の島のほうへ派遣しておりまして、今回大きな地震

があった後に状況はどうなのかなというふうなことで、ちょっと旅行会社のほうなん

かにも問い合わせした経過がありますが、北のほうは何ともなかったのだというふう

なことで、日頃お世話になっていた区域では、大きな障害はなかったというふうな、

こういう受け止め方をしております。それで、今までいろいろ何年もお世話になって

きておきながら、ニュージーランドへ何か考えはないのかというふうなお話でござい

ましたけれども、今のところは特に行動を起こしていないのが状況でございます。 
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 以上でございます。 

○議長（鹿中順一君） 副町長。 

○副町長（佐藤正敏君） 時間外等に絡んで山内議員のほうから質問がございました。

議員も一定のことでは御承知かというぐあいに思いますけれども、昔は時間外等につ

いては７％なり、８％なりというそういう時代がございまして、それを基準に給与総

額に掛けて予算化をしていたというような状況であります。これは、財政状況も踏ま

えて４％で何とかということで進めてまいりました。ただ、総務課長も言った通り状

況に合わせて今５％台ぐらいになってくるような今自体というぐあいになっておりま

す。ただ、私どものほうの判断としては、この５％台でおいてもこれで済んでいると

いうようなことについては、他の町村よりは間違いなくこれで済んでいるのかなとい

うことで、本当に職員の努力に感謝しているところでありますけれども、ただ、職員

の健康管理だとか、そういうことを踏まえていったときに議員ご指摘のとおりこの辺

はどうなのかという問題は少しあろうかというぐあいに思います。特に今回出ており

ました社会教育の関係でいけば、もともとやっぱり時間外がどうしても土日等含めて、

そして夏場を中心としてどうしても多いというようなことで、あそこにいる職員数は

他の課の職員数と比べても、やっぱり各課の中ではトップクラスの時間外が多くなっ

ているということは、これは紛れもない事実だというぐあいに思ってます。ただ、土

日が多いということも含めてありますけれども、この中で振り替えできちっととれて

いるのかどうかということでありますけれども、ぜひそういう 100％とっていただきた

いというのが私の考えでありますが、やっぱりなかなかそこは難しいところもあるの

かなということで 100％はという形には、だからいってないだろうというぐあいにちょ

っと思っているところではあります。 

あと、業務が全く減っていないというような状況がありますので、今後の対応はど

うしていくのかということもあろうかと思います。それで、議員ご指摘のとおり、こ

の後の大量退職に向けた対応の仕方というのが、これは非常に大きな課題だというふ

うに私自身も認識をしております。これは、今年は別ですけれども来年度の３月末で

退職者、それからその２年後もまた多くの退職者を抱えているというようなことで、

仮に５人退職して５人職員を採用したとしても、業務の処理能力で言えば、これは全
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く大きく違ってまいります。でも５人退職して５人を採用する状況には、これはまた

ないというようなことであります。これは定員管理計画にちょっと由来するところが

りまして、平成 36 年度の定員管理計画の数字 87 名がそのままの状況でいけるのかど

うかというのは私ども非常にクエッションがつくということで、そこまで職員減って

業務が可能かどうかという、こういう問題等もありますけれども、ただ当面としてこ

の大量退職に向けた対応をどうするかということでは、やはり 23年度、この段階で一

定のいろんな考え方を整理した上で、そういう対応を図っていかなきゃならないだろ

う、もうそうしなかったらなかなか機能していかない可能性もやっぱり多分にあるし、

そういう懸念も感じられるところがございますから、そういう意味も含めてこの 23年

度が、そういう対策を含めたことをしなければならないというふうに思っております。

これは逆に言えば、23 年度中にまた議会の皆さん方のほうもそういう部分での対応に

ついて、こちらのほうから提供をさせていただく場面も出てくるかというぐあいに思

いますけれども、そういうところについてはよろしくお願いを申し上げたいと思いま

す。 

 以上でございます。 

○議長（鹿中順一君） 町長。 

○町長（佐藤多一君） 今職員の関係については、時間外絡めて山内議員おっしゃる

ように非常に時間外が増えて、健康上の問題も出てくるかというふうに考えています。

特に課長からも話がありましたように、途中で退職者が出たりというようなこともあ

って人数が減って、その分残りの人たちに仕事が増えてくるということもあったのは

承知しているところです。したがいまして、４月以降の人事の配置につきましては、

その辺は十分組み入れた、頭に入れてやっていきたいなというふうに思いますし、特

にあそこは体力のいる職場なものですから、そんなことも含めて検討させていただき

たいというふうに思っているところです。 

 それから、ニュージーランドの件については、御承知のようにこれまではタニアさ

んから協力を得てずっと続けてきたわけですけれども、やはり本人もなかなか引き続

いてやっていくのは難しいというお話もあって、２年ほど前から旅行代理店を活用し

て、すべてそれに基づいて進めているという内容でございますので、なかなかそこの
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場所がもし行っている場所が、被害を受けたところということになれば、いろんな考

えも及ぶかと思いますけれども、そういう代理店のほうでセットしていただいて、な

おかつ北島のオークランドを中心に行っているところで、全く被害がないという状況

なものですから、支援等については、今のところ考えていない状態でございます。 

町政方針の中にということもありましたけれども、ちょうどこの町政方針、村田議

員さんのほうからも議案と一緒に配付することできないかという以前のお話もありま

したので、早目早目につくってきたということもあって、ちょっとタイムラグがあっ

て、そこまで触れることができませんでしたので、今回の答弁でご了解いただければ

というふうに思います。 

なお、先ほど減額した部分が７名予算が６名ということで、１名減って 70万ぐらい

のお金が減りました。実は、今年の新年度の予算の中では、高校生をさらに１名減ら

す予定をしています。これは、校長先生ともお話させていただいているのですけれど

も、今まで５名の子どもが行っていましたけれども、これを４名、そして先生が１名

ついて行くということで、合わせて５名ということになります。ここで、浮いた部分

というのを将来台湾との交流に中学生を派遣していきたい、そういう財源に充ててい

きたいというふうに考えておりまして、今また交流が二水郷と復活すれば、中学生を

中心とした交流事業を組み立てていきたいなというふうに考えているところですので、

よろしくお願いいたします。 

○議長（鹿中順一君） ８番、山内彬君。 

○８番（山内  彬君） 職員の今後大量退職が出てくると。23 年度５名新規採用を見

込んでいるようでございますけども、事務事業がそんなに変わらない、むしろ多くな

ると。これは人口が減っても仕事はそんなに減るものではないと。そうした中で、新

規採用もいいのですけれども、来年、再来年と退職の職員をこの今忙しい時期だとか、

事務のなるべく職員の健康を管理しながら職員の管理を定員管理含めてやっていくべ

きでないかと、そういうふうに思うものですから、どういうふうに考えているかわか

りませんけども、そういう対応も今後やっていくべきでないかと。今回予算には全然

そういうものはうたっておりませんけども、町長にそのあたりの長期的な考え方につ

いて、もしあればお伺いしたい。 
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それから、ニュージーランドは、町としてお世話になってきたニュージーランドに

対してお見舞いとか、そういうメッセージを送ったのか、今後どういうふうに対応す

るのか考えがあればお伺いをしたいと思います。再度お伺いしたいと思います。 

○議長（鹿中順一君） 副町長。 

○副町長（佐藤正敏君） 職員の退職関係でお話を申し上げたいと思います。先ほど

言いました23年度中に一定の方針を定めていくというようなことについての中身には、

これはやっぱり当然考え方含めてございます。町には条例上再任用の規定はございま

すけれども、再任用は条例上あっても規則等は含めて運用条項が基本的にないという

問題がございます。その再任用の関係を、これは使用者としてそれをきちっと使って

いくというのも当然な中身ではあるのですが、それをイコールなかなか今うちの状態

には当てはめていくということは非常に困難なのかなというぐあいに思っております。

ただ、それ以外で再雇用といいますか、そういうノウハウを持ったやっぱり職員の皆

さん方をできれば、それは本人の希望だとかさまざまな条件があろうかというぐあい

に思いますけれども、そういう方のノウハウを忙しい業務を含めたところに特任で充

てていくですとか、それにあわせて職員の何ていうのでしょう、育っていくだとか、

やっぱり自分の持っているノウハウを行政に継続していただけるような、そういうよ

うな意味合いを持って対応できないかどうかも含めて、今町長のほうとも含めて検討

をしているところでございますので、改めてまたご相談はできる時期になればお願い

を申し上げたいというぐあいに思います。 

○議長（鹿中順一君） 町長。 

○町長（佐藤多一君） 今職員の関係については、将来も含めて副町長が言ったとお

りでございますけれども、今回４月に５名ということで、保健師さんもまたやめると

いうことですので、保健師さんの採用も含めて６名になるわけですけれども、その次

の年、来年の３月にまた大量に退職者が出るということもあって、少しやや多目に採

用してございます。ただ、それで十分かというとまだ十分ではないというふうに思い

ますし、経験のある人が一挙にいなくなって、すぐ１年前に採用したからといって追

いつくような状態にはならないかというふうに思いますけれども、かと言って前々か

らたくさん採るというわけにもいかず、できる範囲の中で今対応してきているという
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ことで、そういう様子も見ながら、必ずしも新規採用ということに限らず、中途採用

者、そういう方も、民間経験者含めて考えながら構成を上手につくっていきたいなと

いうふうに考えているところです。 

 それから、ニュージーランドのメッセージについては、町としては出しておりませ

ん。出すところがもしあるとすれば、お世話になったオークランドの高校といいます

か学校になるのかなというふうに思いますけれども、行かれた生徒さんが個別にメー

ルとか何とかというのは戻って来てからもやっているようですので、出されたかどう

かはちょっと確認しておりませんけれども、もし教育委員会のほうで承知しているこ

とがあればこの後でもお伝えしていただければというふうに思いますけれども、町そ

のものとして、いわゆる元気ですかとか、大丈夫ですかというようなことは発信して

おりませんので、ご了解願いたいというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（鹿中順一君） ほかに。 

 暫時休憩します。 

 

             休憩 午後 ３時 24分 

             再開 午後 ３時 40分 

 

○議長（鹿中順一君） 休憩を閉じ再開します。 

 議案第 14号を議題とします。 

 ２番、谷川忠雄君。 

○２番（谷川忠雄君） ４点ほど質問したいと思います。 

 特に、当初予算とギャップの多い部分だけに絞って質問をさせてもらいます。 

 まず 17ページ、町民入浴優待券、これ約 50％の率ですけれども、そのことはちょっ

とほかへ置きまして、町民利用する場合、町民が原則だというふうには思うのですけ

ども、町外から来て利用を名前の書き方は、いろいろあるのだろうと思うのですけれ

ども、町外からもと町民、子どもやなんかで、町外へ出て遊びに来たときに利用して

いるというふうな話も聞いて、町民の中に不公平感というか不満というか、そういう
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ふうな話がいろいろあるものですから、堅くいく方法もありますし、弾力的にいく方

法もあると思うのですけれども、この辺原則は町民だというふうに思うのですけれど

も、この辺の利用の仕方というか、どういうふうな形で利用するのが一番町の予算に

かなっているのかどうか、その辺のことについてまず伺いたいというふうに思います。

真面目人間だけがちょっと損をするようなことも、どうかなというふうに思うのです

けれども。 

 それと 23ページ、ひとり親家庭等医療費、当初予算と比較すると執行率 46％程度だ

というふうに思うのですけれども、約半分以上もなぜ残るような結果になったのか、

中身も含めて伺いたいというふうに思います。 

 あと、最後になりますけれども 31ページ、森林Ｊ－ＶＥＲ認定調査業務、これ歳入

落ちたことについては説明でわかりましたけども、９月の補正で 600万が約 57％の執

行ということで、この主な要因と調査ということですので、成果品がどんなようなも

のなのか、新しいメニューですので、間伐ＣＯ２絡みだというふうには思ってはいるの

ですけれども、この点について要点だけで結構でございますので、説明をお願いいた

します。 

○議長（鹿中順一君） 企画財政課参事。 

○企画財政課参事（石橋吉伸君） 17 ページの負担金補助及び交付金の交付金の町民

入浴優待の部分でございます。谷川議員ご指摘のとおり当初予算よりも最終的な見込

みで行いまして、半分という形で今回減額補正をさせていただいたところでございま

す。想定をいたしましたのは、全住民の方が５回使うだろうということで、使用率を

約６割程度に見たわけでございますが、実際のところは交付されたのが６割で、その

中でも利用が今のところ 40％ぐらいなのかなというふうにもちょっと想定できた数字

でございます。そんなこともございまして、この時点では一応半分ほどに減額させて

いただいたというのが実情でございます。利用の形態でございますが、既に御存じの

ように５枚で切り離していかれるのですけれども、その裏側を見ていただきますと住

所、氏名等が記載するようなことになってございます。私どものほうとしては、町民

入浴優待という形で交付しているものでございますので、それを使われるのは町民で

あるという前提で理解をしておりまして、そこのところには氏名等につきましても裏
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側に書いている部分がありますので、それをすべて回収させていただいておりますの

で、その部分ではそのような記載になっているというふうに思っております。ただ、

今谷川議員のおっしゃられているようなことも実際にないのかどうかということにな

りますと、そこは現時点で断言できるちょっとものはないのかもしれませんけれども、

ただ私どものほうとしては町民の方が、いわゆるそういった券を利用されて数多く利

用していただきたいという心境は変わりませんので、そういう状況を正直申し上げま

して、考えまして、ちょっと表現があれですけれども、一応町民入浴優待券の交付と

いうことは町のほうでやっておりますので、その後の使い方というものは町民の方な

わけで、逆に言えば、ざっくり申し上げまして平成 23 年度の交付券につきましては、

裏に住所、氏名を記載するような項目は実を言うと設けておりません。つまり、町民

に対して交付しますということで交付をしておりますが、その券につきましては、町

民であるという前提で入浴した際に今後は出していただくというふうに考えておりま

す。それとあわせまして、所管の委員会でも次年度以降の予算等になりますけれども、

なるべくこの利用を促進したいという意味合いから、回数券の優待割引といいましょ

うか、そういった制度もあわせて考えておりまして、この町民の利用といったものが、

当初目的としておりますいわゆる町民全体の約５倍といいましょうか、そういった利

用を何とか通常の温泉施設であればあるよというあたりまで、こういった優待制度を

使いながら広めていきたいというふうに考えておりますので、これも平成 22年出発い

たしまして、いろいろやってみて、いろいろと出てくることでございますので、また

またいろいろと工夫をしながら進めていきたいと思いますので、よろしくお願い申し

上げます。 

○議長（鹿中順一君） 保健福祉課主幹。 

○保健福祉課主幹（山田英孝君） 23ページのひとり親家庭等医療給付事業の 233万

4,000円の減額補正をお願いする件ですが、当初予算におきましては、435万 6,000円

の予算計上を行っております。対象者が母子及び父子で、18 歳に達する日までのお子

さんに対しての医療給付でございますが、当初予算におきましては 106 人の対象者を

算定をいたしまして、435万 6,000円の予算計上を行ったところです。ただ、現在の医

療費の支出状況といたしましては、平成 22年度の支出をすべき予算 202万 2,000円ぐ
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らいの実行というそんなような形で、予算のほうが少しちょっと過大見積りの部分も

あったというふうにも考えております。今までの実績で申しますと、平成 20年では 243

万 1,000円、21年では 221万 1,000円とひとり親家庭等医療給付の中では、平成 22年

度から乳幼児等医療の中で中学生等まで一部拡大をしたという、そういった部分もあ

りましたが、この分についてはそんなにも影響がなかったということもありまして、

今回 233万 4,000円の減額ということになりました。22 年度で少しちょっと予算が多

かったということもありまして、次年度の 23年度以降につきましては、今までの給付

実績等を見ながら、予算計上していきたいというふうに考えておりますので、ご理解

をお願いしたいと思います。 

○議長（鹿中順一君） 産業課主幹。 

○産業課主幹（小野寺祥裕君） ただいまご質問のありました森林Ｊ－ＶＥＲ事業経

費の減額補正についてお答えをしたいと思います。 

 この事業につきましては、９月議会に議員おっしゃられましたとおり補正をお願い

をしたものでございます。その折、事業の内訳といたしまして委託料ということで 600

万組ませていただきまして、その内訳といたしまして計画の作成、それと妥当性の確

認等に 100 万、それと町有林のモニタリング調査に 400 万、そしてその調査の検証、

受検の業務について 100 万ということで計 600 万組ませていただきまた。それに対応

します歳入といたしまして国からの補助金ということで、それぞれ今申しました三つ

の業務について 100 万ずつということでご説明を申し上げたところでありますけれど

も、この事業の当初の打ち合わせ等、国から委託を受けておりますコンサル会社と打

ち合わせをさせていただいて、この事業を進めさせていただいておりましたけれども、

当初この歳入につきましても、国からの補助金については町のほうに入ってくるもの

ですよというような形で説明を受けたということで我々は理解をいたしまして、予算

計上させていただいたところですが、実際に事業をスタートいたしまして、細部検討

といいますか中身を詰めていったところ、それぞれこの 100 万ずつ三つの業務につき

ましては、町のほうの会計を通らないということが判明をいたしました。それで、そ

れと当時にそれぞれプロジェクトの計画の部分、計画業務、これについて 100 万円歳

出のほうで組ませていただきましたけれども、この業務についてもコンサルのほうで
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直接発注しますということで、町のほうの予算は通りませんよということがわかりま

した。それと、モニタリング調査ですけども、これは 400万組んだわけですけれども、

これのうち測量業務については町のほうの負担でお願いをしますと。その測量した町

有林のエリアの中で、標準値を設定いたしまして、プロット調査というのですけれど

も、そのプロット調査をする業務については、町の会計は通らないでコンサルのほう

で直接発注しますと。そして、最後のその調査に基づいた検証の受検にかかわる業務、

これについても町の予算は通りません。コンサルのほうで直接発注しますと。そうい

うようなことが判明をいたしました。それで、まずプロジェクトの計画、作成、それ

から妥当性確認、最初の 100万ですけれども、これについてはわかった段階で 12 月の

議会で減額をさせていただいております。残りモニタリング調査の 400 万、そして調

査、検証の部分の 100 万について今回補正で減額をさせていただくものであります。

モニタリング調査については、現在、もう既に測量については終了いたしておりまし

て、恩根、木樋、上里の町有林を主にいたしまして、計画の面積では 154.14ヘクター

ルを測量予定をしておりましたけれども、実測で今出てきた段階で 139.19ヘクタール

の測量を終了をいたしております。これについて、それぞれの林班の中で標準地を設

定をいたしまして、プロット調査も今回コンサルの発注によって行っておりまして、

これによって町のほうで発行できるオフセットクレジットの量が現在試算をされてい

るところであります。これについては、３月の中旬以降に大体わかってくるのではな

いかというふうに、当初は説明を受けておりますけれども、今現在見通し等について

連絡を受けているものではございません。そういうことから、先ほどいいました町の

ほうで発注いたしました測量の部分について、当初の積算で 400 万ということでやり

ましたけれども、そのうち 100 万については、そのプロット調査のほうで直接コンサ

ルが発注する分ということで 100 万減額、そして残りの 200 万のうち測量調査につい

て 141 万円で契約をさせていただいておりますので残りの額と、あとプロット調査を

行うときに、樹高測定器といってデジタルの樹高を測る機械をどうしても使用しなけ

ればいけないということがありましてので、それを町のほうで用意しなければいけな

いということがありまして、この 300万のうちから 20万円、備品購入費のほうに流用

させていただいて機械を購入しておりますので、その分と合わせて今回の測量業務の
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執行残 79 万 5,000円ございますけれども、それと合わせまして今回減額をさせていた

だくものでございます。 

 以上です。 

○議長（鹿中順一君） ２番、谷川忠雄君。 

○２番（谷川忠雄君） 町民入浴優待券の関係については、アウトラインわかりまし

たので、弾力運用もあるのかなということで理解をしておきます。 

それと、ひとり親家庭の関係についても、課題もあったかなというふうな答えです

ので、福祉のちょっと関連予算、平均ちょっと多目多目の予算かなというふうな感じ

をしてますので、多分新年度はよく精査をされているのではないかなということで、

そういう理解でこの辺については質問を終わります。 

それと、森林Ｊ－ＶＥＲの関係ですけども、中身についてはわかりましたけども、

単純に言うと間伐でＣＯ２の削減だとかいろいろあると思うのですけども、直接言って、

公用というか例えば間伐の測量費に充てたりだとか、この金がどういうふうな形で生

かされたのか、そこだけちょっと聞きたいということでお願いします。 

○議長（鹿中順一君） 産業課主幹。 

○産業課主幹（小野寺祥裕君） 今のお話ですけれども、これは直接町有林の施業に

今生かされているわけではございません。あくまでもＪ－ＶＥＲの事業を申請をする

ための書類を作成するための調査ということで使わせていただいたものでございます。 

         （「わかりました」など何事か言う声あり） 

○議長（鹿中順一君） ほかにございませんか。 

              （「なし」の声あり） 

○議長（鹿中順一君） 質疑を終結します。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

              （「なし」の声あり） 

○議長（鹿中順一君） 議案第 14号を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 
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               （賛成者起立） 

○議長（鹿中順一君） 起立全員です。 

 したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

    ◎議案第 15号 

○議長（鹿中順一君） 日程第 17、議案第 15号 平成 22 年度津別町国民健康保険事

業特別会計補正予算（第４号）についてを議題とします。 

 内容の説明を求めます。 

 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（鴇田憲治君） ただいま上程となりました議案第 15 号 平成 22 年

度津別町国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）につきましてご説明申し上げ

ます。 

 補正の理由につきましては、先の提案理由で申し上げましたように歳出では、給付

実績に伴う保険給付費の減及びレセプト電子化に伴う各負担金の増減が主なものであ

り、歳入では、負担金精査等に伴う国庫支出金及び前期高齢者交付金の減並びに給与

費等の補正及び財源補填による繰入金の減を主な内容とするものであります。 

 第１条といたしまして、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ 2,037 万 8,000

円を減額し、歳入歳出予算の総額を９億 5,544万 7,000円とするものであります。 

 それでは、歳出のほうからご説明申し上げますので６ページ、７ページをごらんく

ださい。款１総務費、項１総務管理費、目１一般管理費につきましては、給与費で時

間外の増による 10万円の追加補正であります。同じく、総務一般事務経費で、負担金

分として北海道自治体情報システム協議会に対するレセプト電子化に伴うシステム改

修費で、額の確定に伴い 63万円の減額補正であります。目２連合会負担金につきまし

ては、連合会負担金としまして、レセプト電子化に伴う国保連に対する負担金の額の

確定に伴い 15万 3,000円の増額補正であります。 

 款２保険給付費、項１療養諸費、目１一般被保険者療養給付費につきましては、今

後の支出見込みから 2,000万円の減額補正であります。 

 款９、項１、目１、基金積立金につきましては、繰越分の積立金の修正として 1,000
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円の減額補正であります。 

 続きまして、歳入をご説明申し上げますので４ページ、５ページをお開きください。

款２国庫支出金、項２国庫補助金、目１財政調整交付金につきましては、特別調整交

付金システム最適化分でシステム改修に伴う負担金の確定により47万 7,000円の減額

補正であります。同じく、目４その他の国庫補助金につきましては、高齢者医療円滑

運営事業分で前期高齢者一部負担金の負担増凍結措置の延長に伴う受給者証再交付経

費助成として７万 6,000円の追加補正であります。 

 款４、項１、目１前期高齢者交付金につきましては、現年分といたしまして額の確

定により 1,561万 7,000円の減額補正であります。 

 款８繰入金、項１他会計繰入金、目１一般会計繰入金につきましては、その他一般

会計繰入金で準備費繰入分に対する円滑運営事業の補助金充当で７万 6,000円の減額、

人件費で 10万円の増額で、合わせて２万 4,000円の増額補正であります。項２基金繰

入金、目１国庫基金繰入金につきましては、国民健康保険基金繰入金で、一般療養給

付費の減額による財源徴収に伴う 438万 3,000円の減額補正であります。 

 款９、項１繰越金、目２その他繰越金につきましては、前年度繰越金で決算余剰金

の繰越分の修正に伴う 1,000円の減額補正であります。 

 それでは、第１条第２項に戻っていただきまして第１表におきまして、それぞれの

補正額を款項ごとに整理させていただきましたので、ご承認のほどよろしくお願いい

たします。 

○議長（鹿中順一君） 本案について質疑を許します。 

              （「なし」の声あり） 

○議長（鹿中順一君） 質疑を終結します。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

              （「なし」の声あり） 

○議長（鹿中順一君） 議案第 15号を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 
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               （賛成者起立） 

○議長（鹿中順一君） 起立全員です。 

 したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

              （何事か言う声あり） 

○議長（鹿中順一君） 再度採決します。 

 議案第 15号を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

               （賛成者起立） 

○議長（鹿中順一君） 起立全員です。 

 したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

    ◎議案第 16号 

○議長（鹿中順一君） 日程第 18、議案第 16 号 平成 22 年度津別町老人保健事業特

別会計補正予算（第２号）についてを議題とします。 

 内容の説明を求めます。 

 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（鴇田憲治君） ただいま上程となりました議案 16 号 平成 22 年度

津別町老人保健事業特別会計補正予算（第２号）につきましてご説明申し上げます。 

 補正の理由につきましては、先の提案理由で申し上げましたように、歳出では、請

求実績に伴う医療諸費の減額によるものであり、歳入では医療諸費減額に伴う繰入金

の減額によるものであります。 

第１条といたしまして、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ 91万円を減額し、

歳入歳出予算の総額を９万 1,000円とするものであります。 

それでは、歳出のほうからご説明申し上げますので６ページ、７ページをごらんく

ださい。款１、項１医療諸費、目１医療給付費から目４審査支払手数料につきまして

は、いずれも請求実績に伴うもので、目１医療給付費においては 54万 1,000円、目２

医療費支給費においては８万円、目３高額医療費においては 28万円、目４審査支払手
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数料においては 9,000円、いずれも減額補正であります。 

続きまして、歳入をご説明申し上げますので４ページ、５ページをお開きください。

款４繰入金、項１、目１一般会計繰入金につきましては、医療給付費請求実績精査に

伴い 91万円の減額補正であります。 

それでは、第１条第２項に戻っていただきまして第１表におきまして、それぞれの

補正額を款項ごとに整理させていただきましたので、ご承認のほどよろしくお願いい

たします。 

○議長（鹿中順一君） 本案について質疑を許します。 

              （「なし」の声あり） 

○議長（鹿中順一君） 質疑を終結します。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

              （「なし」の声あり） 

○議長（鹿中順一君） 議案第 16号を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

               （賛成者起立） 

○議長（鹿中順一君） 起立全員です。 

 したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

    ◎議案 17号 

○議長（鹿中順一君） 日程第 19、議案第 17号 平成 22 年度津別町後期高齢者医療

事業特別会計補正予算（第２号）についてを議題とします。 

 内容の説明を求めます。 

 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（鴇田憲治君） ただいま上程となりました議案第 17 号 平成 22 年

度津別町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号）につきましてご説明申し上

げます。 
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 補正の理由につきましては、先の提案理由で申し上げましたように、歳出では後期

高齢者保険料の増に伴う後期高齢者医療広域連合納付金の増によるものであり、歳入

では被保険者の増等に伴う後期高齢者保険料の増によるものであります。 

 第１条といたしまして、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 108 万 2,000 円を

追加し、歳入歳出予算の総額を 7,720万 5,000円とするものであります。 

 それでは、歳出のほうからご説明申し上げますので６ページ、７ページをごらんく

ださい。款２、項１、目１後期高齢者医療広域連合納付金につきましては、後期高齢

者医療保険料の増に伴う 108万 2,000円の増額補正であります。 

 続きまして、歳入をご説明申し上げますので４ページ、５ページをお開きください。

款１、項１後期高齢者医療保険料、目２普通徴収保険料につきましては、被保険者の

増及び所得の修正などに伴い 108万 2,000円の増額補正であります。 

 それでは、第１条第２項に戻っていただきまして、第１表におきましては、それぞ

れの補正額を款項ごとに整理させていただきましたので、ご承認のほどよろしくお願

いいたします。 

○議長（鹿中順一君） 本案について質疑を許します。 

 ８番、山内彬君。 

○８番（山内  彬君） 108万のことにつきまして、歳入歳出あわせてお伺いをしたい

と思います。 

 今回、108万 2,000円増額しておりますけども、12 月に 450万 3,000円ほど保険料

について減額しておりますけども、この３月で 108 万 2,000 円増額になっております

が、国保と同じようにこの保険料については 12月に減額してまた補正を今回増額して

いると、このことについて、どういうことなのか具体的にちょっとお伺いをしたいと

思います。 

○議長（鹿中順一君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（鴇田憲治君） ご指摘のとおり 12月に 450万ほど減額補正をしてお

りますけれども、その部分につきましては４月当初から 11 月までの間の異動に伴いま

して当初の見込みより落ちるということで、それを減額させていただきました。今回

につきましては、この間 11月までですので、この間の異動の部分と、それからもう一



 ― ９６ ― 

つ所得の修正の関係がちょっと大口のがありまして、それで当初想定していなかった

金額が出てきたものですから、今回このような形で補正をさせていただいたという内

容になっています。 

○議長（鹿中順一君） ほかにございませんか。 

              （「なし」の声あり） 

○議長（鹿中順一君） 質疑を終結します。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

              （「なし」の声あり） 

○議長（鹿中順一君） 議案第 17号を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

               （賛成者起立） 

○議長（鹿中順一君） 起立全員です。 

 したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

    ◎議案第 18号 

○議長（鹿中順一君） 日程第 20、議案第 18号 平成 22 年度津別町介護保険事業特

別会計補正予算（第４号）についてを議題とします。 

 内容の説明を求めます。 

 保健福祉課主幹。 

○保健福祉課主幹（山田英孝君） ただいま上程となりました議案第 18 号 平成 22

年度津別町介護保険事業特別会計補正予算（第４号）についてご説明申し上げます。 

 補正の理由につきましては、先の提案理由でもご説明いたしましたように歳出では

介護認定事務経費の増額及び給付実績に伴う保険給付費の補正が主なものであり、歳

入では事業実績に伴う保険給付費及び地域支援事業費に係る国庫支出金等の補正並び

に財源補填等による繰入金の補正であります。 

 第１条につきましては、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ４万 9,000 円を
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減額し、予算の総額を４億 4,623万円とするものです。 

 それでは、歳出のほうからご説明申し上げますので６ページ、７ページをごらんく

ださい。総務費、介護認定審査会費、介護認定審査委員会費の介護認定事務経費は、

新規介護認定者増に伴い、介護認定医師意見書手数料として３万 2,000 円の追加であ

ります。次の保険給付費、介護サービス等諸費は、当初見込みより訪問介護、通所介

護、短期入所などの居宅サービスの増があり、居宅サービス等給付経費として 500 万

円の追加、また施設介護サービスで入院等のため施設介護サービス給付経費として 500

万円の減額補正をお願いするものです。 

 次の地域支援事業費、包括的支援任意事業費、任意事業費は、介護給付費適正化事

業で、介護給付費通知を予定していましたが、委託をする国保連合会の事務手続きに

相当数の期間を要することになり、本年度からの実施が困難となり計上した経費の減

額をお願いするものです。 

 続きまして、歳入にお戻りいただきたいと思います。４ページ、５ページをごらん

ください。国庫支出金、国庫負担金、介護給付費負担金は、保険給付費実績に伴い 25

万円の追加、道費負担金で 25万円の減額となります。国庫補助金及び道補助金は地域

支援事業の精査に伴い国庫補助金で３万 3,000 円、道補助金で１万 7,000 円の減額を

お願いするものです。繰入金、一般会計繰入金については、地域支援事業の精査に伴

い１万 6,000 円の減額及び介護認定事務経費増に伴い事務費繰入金として３万 2,000

円の増額となります。基金繰入金については、保険給付費の精査に伴い介護給付費準

備基金繰入金から１万 5,000円を減額補正するものです。 

 では、第１表に戻っていただきまして、ただいま歳入歳出で説明いたしましたそれ

ぞれの補正額を款項ごとに整理し、第１条の条項とするものであります。 

 以上、ご説明申し上げましたので、ご承認賜りますようよろしくお願いいたします。 

○議長（鹿中順一君） 本案について質疑を許します。 

              （「なし」の声あり） 

○議長（鹿中順一君） 質疑を終結します。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 
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              （「なし」の声あり） 

○議長（鹿中順一君） 議案第 18号を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

               （賛成者起立） 

○議長（鹿中順一君） 起立全員です。 

 したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

    ◎議案第 19号 

○議長（鹿中順一君） 日程第 21、議案第 19号 平成 22 年度津別町介護サービス事

業特別会計補正予算（第３号）についてを議題とします。 

 内容の説明を求めます。 

 特養主幹。 

○特養主幹（清野敏幸君） ただいま上程となりました議案第 19 号 平成 22 年度津

別町介護サービス事業特別会計補正予算（第３号）につきまして内容のご説明を申し

上げます。 

 補正の理由につきましては、先の提案理由で申し上げましたとおり、歳出では備品

購入費の追加と経常経費の精査を行うものであり、歳入では繰入金を追加し、補正予

算を編成したものでございます。 

 第１条におきまして、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２万円を追加し、歳

入歳出予算の総額を２億 7,286万 5,000円とするものであります。 

それでは、歳出のほうからご説明申し上げますので６ページ、７ページをお開きく

ださい。款１施設管理費、目１特養施設費におきまして、特養施設運営費は、職員の

長期入院等による代替臨時職員賃金の増額補正及び入所者の稼働率の増並びに食材単

価アップによる増額補正で 160 万 9,000 円の追加をお願いするものでございます。特

養施設管理経費で、ペレット燃料の当初予算単価及び使用料の減に伴い 170 万 9,000

円の減額をするものでございます。短期入所事業経費で、利用者の若干の増により 10

万円の追加をお願いするものでございます。続きまして、目２デイサービス費におき
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まして、デイサービス運営経費は、食材単価アップによる増と施設器具等の購入費の

増で７万 6,000 円を追加するものでございます。デイサービス管理経費でございます

が８ページ、９ページをお開きください。燃料費でございますが、先ほどの特養の燃

料の減額と同様の理由により、ペレット燃料の減額補正。委託料でございますが、除

排雪業務は今後の見込みの増額補正で６万 9,000円をお願いするものでございます。 

続きまして、款２介護支援事業費、目１介護支援事業費におきまして、給与費で 4,000

円の追加、居宅介護支援事業経費で 4,000円の減額をするものでございます。 

それでは、歳入にお戻りいただきまして４ページ、５ページをお開きください。款

２繰入金、目１一般会計繰入金におきまして、デイサービス事業繰入金として２万円

の追加をするものでございます。 

最初の条文にお戻りいただきまして、第１条第２項の第１表につきましては、ただ

いま申し上げましたものを款項区分ごとに整理したものでございます。 

以上、ご説明申し上げましたのでご承認のほどよろしくお願いを申し上げます。 

○議長（鹿中順一君） 本案について質疑を許します。 

 ８番、山内彬君。 

○８番（山内  彬君） ７ページ、歳出のことについてお伺いをしたいと思います。 

 今説明で特養、それから短期入所、デイサービスの食材費をそれぞれ補正をしてお

ります。今説明があったのですが、利用者の増とか単価アップというふうにちょっと

説明があったわけでございます。特養については、診療報酬を含めて１人１日 800 円

という単価が決められております。デイサービスについては 400 円というふうになっ

ておりますけども、当初の見込みとこの関連と食材費のアップというふうに説明があ

ったのですけれども、それは何の食材の分が上がったのか具体的にお伺いをしたいと

思います。あわせて、特養の需用費の中で 170 万 9,000 円ほど燃料費減額しておりま

すけれども、昨今石油製品については高騰している中で 170 万 9,000 円減額している

のですけれども、当初予算での説明ではペレット 208 トンあわせてこの暖房用に当初

予算計上しております。どこが減額になったのか、それあたりこの暖房の当初より減

った要因についてあわせてお伺いをしたいと思います。 

○議長（鹿中順一君） 特養園長。 
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○特養園長（鈴木悦郎君） 食材の 40万の補正でありますけども、当初予算は稼働率

93％で積算しております。昨年の４月、平成 22 年の４月から 12 月までの９か月間特

養の稼働率を見ますと、94.5％という形で 1.5％増となっております。これで、３月ま

でこの 94.5％の稼働率になるということになれば 24 万、25 万ぐらいの食材の不足が

生じます。それと、冬期間の生鮮食品の値上がりも考えられますので、そういう部分

で 40万円を補正をお願いするものです。 

 それと、値上がりという部分で細かくというふうな部分でございましたけれども、

調味料等については、大きな値上がりはなかったかというふうに思いますけども、夏

場から秋にかけて野菜等生鮮食品関係につきましては、例えばキャベツが何ぼ、これ

が何ぼという大きい目に見えない部分で、全体的に上がってきているという部分が見

られるということで載せております。それと、ショート利用につきましては、４月か

ら 12 月まで 1,044人の利用ですけども、残りの３か月、前年度と比較しますと 360人

から見込まれると。そうすると、1,400 人ちょっとの利用見込みになりますので、100

人ちょっと、１日 800 円の先ほど山内議員が言われましたように 800 円の食材を単価

で見ていますので８万何がし、増えてまた足りなくなっても困りますので 10万円の補

正をお願いしたところでございます。それと、デイサービスにつきましても、通所者

の食材につきましては、人数がふえたばかりじゃなくて、先ほど言いましたように食

材が全体的に少し上がってきているという部分で、その不足分で５万 6,000 円お願い

するものでございます。 

 それと燃料費のペレットの関係でございますけども、当初予算で 208 トンの特養の

部分でございますけども予算をしております。そのときの単価が 55円で積算しており

ますけども、昨年の４月から 53円と２円減額になっております。その部分で当初の部

分から見れば・・・53円に下がっている部分と当初 208トンという部分で計画してお

りましたけども、昨年の夏場、猛暑という部分もございまして、これも初めての部分

で、量という部分で 208トン計画しておりましたけども、昨年の 11月までの利用を見

ますと約 52.4トンぐらいが当初予算より減っているという形で減額になっております

ので、よろしくお願いいたします。 

○議長（鹿中順一君） ８番、山内彬君。 
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○８番（山内  彬君） この単価については、93％から 94.5％に上がって 24、25万ぐ

らいアップになったと。そのほかについては、食材費がアップしたと。特に野菜の高

騰がそういうように反映されたと、そういうようにお伺いしたところです。この特養

の診療報酬含めて、やはり単価枠内で食材含めて１人当たりの単価について実施する

場合に、ある程度これを守りながらやっていくべきでないかなと、そういうふうに基

本的に考えておりますけれども、野菜については昨年の気候含めて単価アップになっ

たのかわかりませんけれども、そういうことについて今後あり得るかもしれませんけ

れども、もう一度この基本的な考え方についてお伺いをしたいと思います。 

○議長（鹿中順一君） 特養園長。 

○特養園長（鈴木悦郎君） 確かに１日１食 800 円という形で積算しておりますけど

も、そういう部分で守りながらといいますか基準に食事を提供していきたいというふ

うに思いますけれども、これから生鮮食品関係で、冷凍食品も中には使っております

けども、そういう部分で上がるということもありますので、その辺いろいろ加味しな

がらやっていきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（鹿中順一君） ほかにございませんか。 

              （「なし」の声あり） 

○議長（鹿中順一君） 質疑を終結します。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

              （「なし」の声あり） 

○議長（鹿中順一君） 議案第 19号を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

               （賛成者起立） 

○議長（鹿中順一君） 起立全員です。 

 したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

    ◎延会の議決 
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○議長（鹿中順一君） お諮りします。 

 本日の会議はこれで延会したいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

             （「異議なし」の声あり） 

○議長（鹿中順一君） 異議なしと認めます。 

 

    ◎延会の宣告 

○議長（鹿中順一君） したがって、本日はこれで延会することに決定しました。 

 本日は、これで延会します。 

 明日は、午前 10時から再開します。 

 ご苦労さまでした。 

                              （午後４時 26分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


